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文書が入っている。モンゴル語檔案文書は、計 47 件を数える。 
『arban doludufar jafun-u emvn_e qafas-tu qolbufda=qu mongful vsvg-vn bicig debter
十七世紀蒙古文文書檔案(1600－1650)』(以下『十七世紀蒙古文文書檔案(1600－1650) 』






































(1)李保文・南快「17_dufar jafun-u ekin-dv qolbufda=qu 43 qubi mongful bicig(17 世紀
初頭の 43 件のモンゴル語文書)」『内蒙古社会科学（蒙文版）』1996 年第一期 86～118 頁、
第二期 93～122 頁。 
(2)李保文「爱新国天命天聪两朝蒙古文书档案简介(愛新国天命天聰両朝蒙古文書檔案紹介)」
『明清档案与蒙古史研究』内蒙古人民出版社、2000 年、217－276 頁。 
(3)李保文「天命天聪年间蒙古文档案译稿（上）」《歷史檔案》2001：3、3－8 頁 
 李保文「天命天聪年间蒙古文档案译稿（中）」《歷史檔案》2001：4、3－9 頁 






ている。本論文のローマ字転写方式、第 1 章の「1.1 「文書 A」(『満文原檔』におけるモ






































書檔案(1600－1650)』の第 1 部におけるモンゴル語檔案文書を「文書 B」、『十七世紀蒙古
文文書檔案(1600－1650)』の第 2 部におけるモンゴル語檔案文書を「文書 C」と呼ぶ。 
 
4．論文の構成 
 本論文は、序論、第 1 章：研究対象および関連文献資料に関する考察、第 2 章：モンゴ
ル語檔案文書の字形の特徴、第 3 章：モンゴル語檔案文書の文法的語尾の特徴、結論から
構成する。 
 第 1 章では、研究対象である『満文原檔』におけるモンゴル語檔案文書と『十七世紀蒙
古文文書檔案(1600－1650)』の第 1部と第 2 部におけるモンゴル語檔案文書の関連文献の
考察をした。『満文原檔』におけるモンゴル語檔案文書の考察は、栗林均・海蘭(2015)で検
討した部分である1。 
 第 2 章では、古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書のモンゴル文字の字形を比較し
                                                   

















本研究で用いた比較方法は、1)モンゴル語檔案文書(「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の
すべてを指す)と「古典式モンゴル文語」を比較する方法と 2)「文書 A」、「文書 B」、「文書
C」の三つの檔案文書を比較する方法である。 
1)モンゴル語檔案文書と「古典式モンゴル文語」を比較する方法は、モンゴル語檔案文書













 (2) ローマ字転写方法 
ローマ字転写をする方法でデータベースを作り、それを分類や分析して研究を行った。
                                                   
2 栗林均・海蘭(2015)：9 頁-34 頁 
3 「『満文原檔』所収モンゴル語文書の文法的特徴について」東北大学東北アジア研究セン











































 例：  
 ekile=n「始めて」 
 
  語幹と活用語尾の間の接合母音がある場合は、接合母音の前と後に「=」を付す。 
例：  














   vile+ben「(自分の)ことを(再帰所属・対格)」 

















  yala+i_yi「罪を」    yala+i_gi「罪を」  
 
そのほかに、曲用語尾の第 3 人称所属語尾 niが分綴され、子音字<n>が語幹に連綴さ 
れ、母音字<i>が分綴される場合がある。この場会は+n_iと転写する。 
例：   
ire=gc'i+n_i「来る人は」 
 
5) 「'」(アポストロフィ)のついた転写字 b’ n' f' q' c’ j’ s’ u’ z' v' x’は、「'」 
を除いた文字<b> <n> <f> <q> <c> <j> <s> <u> <z> <v> <x>の表記上の変種 
を表す。主に、現代モンゴル文語と異なる字形に「'」を付している。 
現代モンゴル文語の与位格語尾では、母音字および子音字<l><m><n><ng>で終わる語幹






現代モンゴル文語の字形        それと異なる字形 
  b                  b’ 
       halab「劫」           halab'「劫」  
n                  n’ 
      nige「一」              n’ige「一」  
 
      f                  f' 
dafaf_a「二歳の馬」     budaf’_a「食料」    
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        in’afsi「こちらへ」     inaf’si「こちらへ」 
 
q                                q' 
      baf'aqan「より多く」    bafaq’an「より多く」   
 
         
  c                  c’  
              bicigtv「文字を持つ」                         bic’igtv「ビチグト（人名）」  
 
 
    j                  j’ 
vje=jv「見て」              ej’en「主」         
         
          s                    s’ 
                     es_e「否定」       es'_e「否定」   
 
            u                                   u’ 
ucir「原因」                u’cir 「原因」                            
 
 
z                                   z' 
zrvsiye=jv「愛しんで」 z’rvsiye=jv「愛しんで」           
 
 
v                                   v' 




x                                   x’ 
  x’asin「宗教」              xatu「梯子」 
 
     d                  d' 





      t                  t’ 




そのほかに、子音字<d>が頭位形で dで書かれ、人名に用いられる場合 D’で転 
写している。 
D’  
              D'iwa「ディワー」 
 
 




    en"de「ここ」     Geng”gel「ゲンゲ（人名）」 
              
                     j”es’「銅」
  
7) 「^」(キャレット) は、人名、地名、固有名詞などが分かれて書かれている場合、間 
に用いる。 
 例： 
      Uuba^qung^taiyi「オーバ・ホン・タイジ（人名）」 
 
 







     例： 



















































馮明珠主編『満文原檔』全 10 冊、國立故宮博物院、2005． 
 
そこに収録されている檔案は、1607（天命前 9）年から 1636（崇徳元）年に至る約 30
年間にわたるものであるが、それらは清代乾隆年間に整理・表装された 37 冊と、1935（民




『満文原檔』（2005）の出版に先立つ 36 年前に、同じ資料が別の書名で出版されている： 
 


















『舊滿洲檔譯註 清太宗朝（一）』國立故宮博物院、1977（民国 69）年。 
『舊滿洲檔譯註 清太宗朝（二）』國立故宮博物院、1977（民国 69）年。 
                                                   







神田信夫・松村潤・岡田英弘譯註『舊滿洲檔 天聰九年 1』東洋文庫、1972. 












それらの内容は 1621（天命 6）年から 1636（天聰 10）年の間に満洲側とモンゴル側で交
わされた交渉に関するものがほとんどである。 
 モンゴル語檔案文書を『満文原檔』（2005）に収録されている順を、一部年代順に並べ替
えて、1 から 47 までの番号を付した。 
 「文書 A 」に関しては、中国第一歴史檔案館の李保文氏により、次のような紹介と研究、
翻訳がおこなわれている： 
 
(1)李保文・南快「17_dufar jafun-u ekin-dv qolbufda=qu 43 qubi mongful bicig(17 世紀
初頭の 43 件のモンゴル語檔案文書)」『内蒙古社会科学（蒙文版）』1996 年第一期 86～118
頁、第二期 93～122 頁。 
(2)李保文「爱新国天命天聪两朝蒙古文书档案简介(愛新国天命天聰両朝蒙古文書檔案紹介)」
『明清档案與蒙古史研究』内蒙古人民出版社、2000 年、217－276 頁。 
(3)李保文「天命天聪年间蒙古文档案译稿（上）」《歷史檔案》2001：3、3－8 頁 
 李保文「天命天聪年间蒙古文档案译稿（中）」《歷史檔案》2001：4、3－9 頁 












 (3)は(2)と同じく『舊満洲檔』所収の 46 件、および中国第一歴史檔案館所蔵の 3 件の都







1.1.3 「文書 A」と『満文老檔』について 
 「満文老檔」は、「満文原檔」が乾隆時代に重鈔されたものを指す5。有圏点満洲文字によ
るものと無圏点満洲文字によるものの 2 種類がある。 
 中国第一歴史檔案館・中国社会科学院歴史研究所訳注『満文老檔』（中華書局出版、1990）












天命・天聰     乾隆 40 年                    乾隆 43 年 
満文原檔   抄写  草写本    抄写  正写本/大黄綾本  抄写   副本/小黄綾本 
（37 冊）           (北京所蔵)       (北京所蔵)       (瀋陽所蔵) 
 











(1) 藤岡勝二『満文老檔』昭和 14（1939）年。 
(2) 満文老檔研究会訳注『満文老檔』昭和 30－38（1955－1963）年。全 7 冊。 
  Ⅰ 太祖 1、Ⅱ 太祖 2、Ⅲ 太祖 3、Ⅳ 太宗 1、Ⅴ 太宗 2、Ⅵ 太宗 3、Ⅶ 太宗 4 
(3) 中国第一歴史檔案館・中国社会科学院歴史研究所訳注『満文老檔』（中華書局、1990） 






 「満文原檔」に収録されているモンゴル語檔案全 47 件のうち、乾隆重鈔の「満文老檔」
に満洲語の訳文が収録されているものは、【2】、【3】、【4】、【7】、【8】、【9】、【10】、【13】、 
【14】、【15】、【16】、【17】、【18】、【19】、【20】、【21】、【22】、【23】、【24】、【25】、【26】、
【27】、【28】、【29】、【30】、【43】、【44】、【45】、【46】、【47】の 30 件である。 
 「文書 A」の若干のモンゴル語檔案文書を「満文老檔」における満洲語訳と対照すると翻
訳過程で生じた過ちなどが見られる。例えば、文書【15】では、mori ton’uf「馬や道具」




  モンゴル語：n’oyad ala=ba ge=jv mzn qosif’un-I kvmvn mori ton’uf-aca ab=cu  
gerecile=jv ire=kvle「ノヤン達が殺したと言って、その旗の者が馬や 
道具を持って訴えて来るならば」 


















る満洲語で記されているもの。文書 1 の日付は不明であるが、天命 6 年 7 月の檔案の中に
収録されている。 
 「ローマ字転写・日本語訳」は、【39】、【40】、【41】、【42】の 4 件に関しては、神田信

















天命 8（1623）年 7 月 3 日 




天命 8（1623）年 7 月 4 日 





天命 11（1626）年 6 月 6 日 


















天聰 3（1629）年 10 月 29 日 




天聰 3（1629）年 11 月 7 日 
Ⅳ・太宗 1・249 頁 











天聰 4（1630）年 2 月 1 日 


















天聰 5（1631）年正月 13 日 
Ⅴ・太宗 2・464－465 頁 
14 辛未年の法典 1 七 351 
天聰 5（1631）年 4 月 7 日 
Ⅴ・太宗 2・500－501 頁 
15 辛未年の法典 2 七 354-357 
天聰 5（1631）年 4 月 12 日 
Ⅴ・太宗 2・504－508 頁 
16 辛未年の法典 3 七 358-359 
天聰 5（1631）年 4 月 11 日 
Ⅴ・太宗 2・508－509 頁 
17 辛未年の法典４ 七 359-360 
天聰 5（1631）年 4 月 11 日 





天聰 5（1631）年 4 月 20 日 





天聰 5（1631）年 7 月 5 日 





天聰 5（1631）年 7 月 5 日 





天聰 5（1631）年 7 月 5 日 






天聰 5（1631）年 7 月 5 日 






天聰 5（1631）年 7 月 9 日 
Ⅴ・太宗 2・520 頁 
24 天聰ハーンがオモブ･チュケクル 七 373-374 天聰 5（1631）年 7 月 9 日 
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天聰 5（1631）年 7 月 9 日 





天聰 5（1631）年 7 月 19 日 





天聰 5（1631）年 11 月 19 日 





天聰 5（1631）年 11 月 28 日 





天聰 5（1631）年 12 月 11 日 





天聰 5（1631）年 12 月 21 日 











天聰 6（1632）年正月 24 日 
 
33 申年の法度 八 302-304 


























天聰 6（1632）年 4 月 6 日 
 
38 申年の法度 八 322-325 







天聰 9（1635）年 5 月 27 日 
旧・1・159‐160 頁 



























天聰 10（1636）年 2 月 2 日 





天聰 10（1636）年 2 月 2 日 





天聰 10（1636）年 2 月 2 日 





天聰 10（1636）年 2 月 2 日 





天聰 10（1636）年 2 月 2 日 





ゴル歴史文書檔案叢書(mongful tevken bicig debter-vn cobural)」の第 1 巻として公刊さ
れたものである。 
本文献は大きく二部に分かれている。第 1 部は、"manju mongful-un qarilcafan-u 
tevken-dv qolbufda=qu bicig debter"(満洲－モンゴル交渉の歴史に関する文書・檔案)(以
下「文書 B」)であり、1636 年以前のモンゴル語檔案文書 61 件が収録されている。第 2 部
は、"dayicing ulus-un fadafadu mongful-un tzrv-yi jasa=qu yabudal-un yamun-u  
temdegle=gsen debter"(大清国の理藩院の記した檔案)(以下「文書 C」)であり、1639 年か






次に、「文書 B」と「文書 C」について詳しく考察する。 
 
1.2.1 「文書 B」(“manju mongful-un qarilcafan-u tevken-dv qolbufda=qu bicig  
debter"満洲－モンゴル交渉の歴史に関する文書・檔案)について 








表 2．「文書 B」  





























































































































































































































































56 満洲のホン･タイジ(Qung^tayiji)の罪を数え上げて送った文書 1626-1636 









60 チャハル(Caqar)の逃亡者の言葉を満洲のハーン(Qafan)に知らせた文書 -1634 






 「文書 B」の【16】：「満洲のホン･タイジ(Qung^tayiji) をはじめノン・ホルチン(Nafun 
^qorcin)の大小のノヤン(Noyan)たちが戦争に出馬するために話し合っ(て定め)た禁令」は、
「文書 A」の【15】：「辛未年の法典 2」に対応する。「文書 B」の【16】に付されている
日付けは、天聡 3 年(1629 年)であり、「文書 A」の【15】に付されている日付けは、天聡
5 年（1631 年）である。「文書 A」の【15】の内容は、「文書 B」の【16】に付け加えと
改善をしたものと考えられる。 
 






                                                   
6 「清初内国史院満文檔案」の原文は、”dayicing ulus-un dotufadu sudur bicig-vn 

















































モンゴル文語：Vlke-yin n'oyad bvri-yin elci ilege=..「ウルケのノヤン達がそれぞ 
れ使者を派遣せよ」 
満洲語訳：@lhei beise burtei elcin unggi,「ウルケのノヤン達がすべて使者を派遣せよ」 
 
1.2.2 「文書 C」("dayicing ulus-un fadafadu mongful-un tzrv-yi jasa=qu yabudal-un  
yamun-u temdegle=gsen debter"大清国の理藩院の記した檔案)について 
「文書 C」("dayicing ulus-un fadafadu mongful-un tzrv-yi jasa=qu yabudal-un  
yamun-u temdegle=gsen debter"大清国の理藩院の記した檔案)は、主に理藩院の記録した
もので、モンゴル各部からの貢品、或いは清朝からモンゴル各部の下贈品を列記したもの






表 3．「文書 C」  





















































































































































































































































































書 B」(“manju mongful-un qarilcafan-u tevken-dv qolbufda=qu bicig debter"満洲－モ
ンゴル交渉の歴史に関する文書・檔案)、「文書 C」("dayicing ulus-un fadafadu mongful-un 





































































                                                   









          単   語 
 







単語が分けて綴られる場合がある。その主要な部分をなすのは、母音字 <a> と <e> が語
末に位置する場合、単語の先行する部分から、しばしば離して書かれることである。この








図２．語末の <a> <e> が分綴される場合の字形の配置 
                 単       語 
 



















           単       語 
                      語    尾 
スペース   語  幹  語幹末スペース 中位形＋・・＋ 末位形 スペース 
 
 





字形の連なりとみなされる。「文書」では、子音字 <b> <g> <k> と母音字<o> <u> <z> <v>
との連なりが典型的な合体字として現れている。 
 
 <b>と<o><u>の合体字：頭位、中位、末位で （bo, bu） 
 <b>と<z><v>の合体字：頭位で （bz, bv）、中位・末位で （bz, bv） 










 acuf（アチョグ）または sidv（シュド） 







次の表 4 は N.Poppe(1954)による古典式モンゴル文語の字形である。 
 
表 4. 古典式モンゴル文語の字形表8 
 




                                                   




も提示する。表 5 は 13－14 世紀のウイグル式(先古典式)モンゴル文字の字形表であり、
表 6 は現代モンゴル文語の字形表である。 
 








                                                   
9 『蒙漢詞典』(1999) 1515 頁。 
 頭位形 中位形 末位形 
a    
e    
i    
o,u    
z,v    
n    
b     
q       
f    
k,g    
m 
   
l    
s     
x    
t, d 
   
c, j    
y 
   
r    
ng    
w    
35 
 






 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」には共通して<a> <e> <i> <o> <u> <z> <v> の七つの母
音字が現れる。 
                                                   
10 『蒙漢詞典』(1999) 1418 頁、1420 頁。 
 頭位形 中位形 末位形 
a    
e    
i    
o,u    
z,v    
n    
b     
p       
q    
f    
 g    
k    
m           
l    
s     
x   
 
t     
d    
c     
j    
y        
r    
ng    













「文書 A」に現れる頭位形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥  
 「文書 B」に現れる頭位形：① 、② 、③ 、④ 、⑤  
「文書 C」に現れる頭位形：① 、②  
 




「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の母音字<a>の頭位形の古典式モンゴル文語と現代モン
ゴル文語との対応を表で示せば、表 7 の通りである。 
 
表 7．母音字<a>の頭位形の字形   
 古典式モンゴル文語の字形  現代モンゴル文語の字形  
「文書 A」 ⑥  ① 、② 、③ 、④ 、⑤  
「文書 B」 ④ 、⑤  ① 、② 、③  
「文書 C」 ②  ①  
 





 「文書 A」に現れる例： 





   ayan (1:11)「遠征」     aliba(5:6) 「すべて」    
 
  ali(19:10)「どんな」           alus(35:11)「遠く」 
「文書 C」に現れる例： 
 




 中位形は一つの acuf（アチョグ）からなる。「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる字
形は であり、古典式モンゴル文語と同じ。ここでは、「文書 A」に現れる例を示す。 
 
例： 
    qad(4:2)「ハーン達」              caf'an(16:8)「白い」 
  
末位形は 1)子音字<b>に連なる字形と 2)それ以外の子音字に連なる字形である。 
末位形 1)は子音字<b>に連なる字形である。字画の最後で上にハネる字体と、なめらかに払
う字体が見られる：① 、②  




 qayirala=ba(4:9)「愛しんだ」    alda=ba(14:2)「失った」 
 
末位形 2)は、<b>以外の子音字に連なる字形で、右に払う角度の違いや、字画の最後をハネ
る・ハネないといった字体の違いが見られる。：① 、② 、③ 、、④  









「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥  
 「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤  
 「文書 C」に現れる字形：① 、② 、③  
  
 「文書 A」に現れる分離形⑥ と「文書 B」に現れる分離形① は先古典式(ウイグル




  Abaf’_a(15:19) 「アバガ（地名）」     Qalq_a(4:12)「ハルハ（地名）」 
     Jungq_a(10:2)「ジョンハ（地名）」      tabun’-a(21:5)「5 日に」 
 
「文書 B」に現れる例： 
     
badm_a(37:4)「バドマ（人名）」   lam_a(39:17)「ラマ（人名）」 
  
「文書 C」に現れる例： 
                                                         
      torf’_a(1:12)「絹」       miq_a(5:6)「肉」 
 
             torf’_a(34:14)「絹」      tabun-a(4:7)「5 日に」 
 
(2) 母音字<e>の字形 






「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③  
「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③  
39 
 
「文書 C」に現れる字形：① 、② 、③  
 




「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる母音字<e>の頭位形の古典式モンゴル文語と現
代モンゴル文語との対応を示せば、表 8 の通りである。 
 
表 8. 母音字<e>の頭位形 
 古典式モンゴル文語の字形  現代モンゴル文語の字形  
「文書 A」 ③  ① 、②  
「文書 B」 ② 、③  ①  
「文書 C」 ③  ① 、②  
 





   ecige(2:2)「父」   en’e(5:8)「これ」  ende(36:2)「ここで」 
「文書 B」に現れる例： 
    
 ejen(1:4)「主」    egvlen(2:2)「雲」     elci(5:4)「使者」 
 
「文書 C」に現れる例： 




中位形は一つの acuf（アチョグ）からなる：  






   mede=jv(31:5)「知って」       ger(15:15)「家」 
 
 末位形には 1)子音字 <b> <k> <g> に連なる字形と 2)それ以外の子音字に連なる字形があ
る。 
末位形 1)は子音字<b> <k> <g>に連なる：① 、② 、③  




 eci=be(5:2)「行った」        berke(32:7)「困難な」 ecige(4:8)「父」 
 
末位形 2)は<b> <k> <g>以外の子音字に連なる。：① 、② 、③ 、④  




ebde=(20:2)「損なえ」           eme(33:9)「妻」       
 




「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥  
 「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤  
 「文書 C」に現れる字形：① 、② 、③  
 
「文書 A」の⑥ と「文書 B」の① は、先古典式(ウイグル式)モンゴル文字に現れる








     ir_e=(23:6)「来い」         em_e(38:9)「妻」 
 
「文書 B」に現れる例： 
    ey_e(23:11)「和睦」     ey_e(3:8)「和睦」  
 
 bey_e(17:12)「体」 n’er_e(37:7)「名前」 
 
「文書 C」に現れる例： 
    em_e(23:2)「妻」  vniy_e(5:12)「雌牛」  nigen-e(5:19)「1日に」 
      
 (3) 母音字<i>の字形 




「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③  
「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③  
「文書 C」に現れる字形：① 、②  
 
 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」には古典式モンゴル文語と違って、acuf（アチョグ）の
書き出し部分の右斜めになった形が現れる。例えば、「文書 B」の② である。 
 
「文書 A」に現れる例： 
   ire=be(2:4)「来た」          ire=kvi(15:9)「来ること」 




ire=jv(3:2)「来て」     ire=be(23:7)「来た」 
 





    ire=be(3:11)「来た」          isegei(5:2)「絨毯」 
 
中位形は silbi（シルビ）だけからなる：  




cerig(24:6)「軍」                  bicig(37:6)「書簡」     
 
末位形は右に膨らんだ弧を描く線である。次のような様々な字体が見られる： 
   ① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥ 、⑦ 、⑧  
 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる母音字<i>の末位形は一致する。ここでは、「文
書 A」に現れる例を示す。 
 
       kvci(28:3)「力」                 elci(16:8)「使者」 
分離形は末位形と同形で語幹末スペースの後に書かれる：① 、② 、③  


















「文書 A」と「文書 C」の母音字<o>と<u>の頭位形は、acuf（アチョグ）に gedesv（ゲ
デス）が連なった字形である。 
 「文書 B」には二つの形が現れる。1）acuf（アチョグ）に gedesv（ゲデス）が連なった
字形、2）acuf(アチョグ)、gedesv(ゲデス)、silbi(シルビ)が連なった字形 
 
「文書 A」に現れ字形：① 、② 、③      
「文書 B」に現れる字形：1) ① 、② 、 2）①  




表 9 では、「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる母音字<o><u>の頭位形の古典式モン
ゴル文語と現代モンゴル文語の字形との対応を示した。 
 
表 9. 母音字<o><u>の頭位形 
 古典式モンゴル文語の字形  現代モンゴル文語の字形  
「文書 A」 ② 、③  ①  
「文書 B」 1) ① 、②   
「文書 C」 ①  ②  
 
表 9 に示したように、古典式モンゴル文語の字形 と近い字体は「文書 A」の②、③、「文
書 B」の１）の①、②、「文書 C」の①である。現代モンゴル文語の字形 と同じか、近い
字体は「文書 A」の①、「文書 C」の②である考えられる。 






    ol=qula(7:5)「見つければ」     oru=qul_a(9:8)「入れば」 
 
 






  1) ulus(1:4)「人々」        otuf(5:14)「オトグ（地名）」   
 
   2) u’c’ir(42:3)「こと」   u'c'ira=ju(9:7) 「会って」              
   
「文書 C」に現れる例： 
     
      Ongnif’ud(1:9)「オンニゴド（地名）」   Urad(1:6)「オラド（地名）」                      
  
    on(12:12)「年」            ulus(7:10)「人々」 
 
 中位形は gedesv（ゲデス）だけからなる：    




  dof’ufsi(15:2)「下へ」              saf’u=qu(16:4)「住む」 
 
子音字<b><p>に連なって合体字 、 (「文書 C」にだけ現れる)となる。この合体字は、
語末にも現れる。 
 末位形には 1)子音字<b>,<p>との合体字と 2)それ以外の子音字に連なる字形がある。 
末位形 1) 子音字<b>との合体字：  






末位形 2) <b>以外の子音字に連なる：① 、② 、③ 、④  


















 古典式モンゴル文語の母音字<z><v>の頭位形は 、中位形は 、末位形(分離形)は 。
次はモンゴル語檔案文書の母音字<z><v>の頭位形、中位形、末位形、分離形の字形である。 
 頭位形は、1)acuf（アチョグ）と gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字形と
2)acuf（アチョグ）と gedesv（ゲデス）だけの字形がある。古典式モンゴル文語の規範で
は、<z>と<v>の頭位形は 1)のみで、2)の字形はない。ローマ字転写では、頭位形の 2)の字
形を、z’ v’ と転写する。 
頭位形 1)は acuf（アチョグ）と gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字形で
ある： 
「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③  
「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③  
 「文書 C」に現れる字形：① 、②  
 
「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の母音字<z><v>の頭位形の 1)には古典式モンゴル文語
の頭位形と同じ形がある他、異なる形も現れる。それは、acuf（アチョグ）の書き出しの
部分が右斜めになった形であり、現代モンゴル文語の字形と近い。 
表 10 では、「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の母音字<z><v>の頭位形 1)の古典式モンゴ
ル文語と現代モンゴル文語の字形との対応を示した。 
 
表 10. 母音字<z><v>の頭位形 1) 
 古典式モンゴル文語の字形  現代モンゴル文語の字形  
「文書 A」 ②   ③  ①  
  「文書 B」 ①   ③  ②  
    「文書 C」   ①   ②  
 








   zsiy_e(40:6)「仇」             zg=gvsei (5:2)「与えなさい」 
 
      vlv(4:7)「（否定詞）」          vge(5:6)「言葉」 
 
「文書 B」に現れる例： 




 「文書 C」に現れる例： 




「文書 A」に現れる字形：① 、②  






z’rvsiye=jv (3:2)「愛しんで」 v’je=be(44:2)「見た」    
 
「文書 B」に現れる例： 
z’rvsiye=jv (12:10)「愛しんで」         
 
 中位形には、1)gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字形と 2)gedesv（ゲデス）
だけからなる字形がある。 
古典式モンゴル文語の規範では、1)は第 1 音節に、2)は第 2 音節以降に現れる字形である
が、「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」では、第 1 音節に 1)の字形も 2)の字形も現れ、第 2 音




 中位形 1)は gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字形である：  




    mzn(9:6)「また」  n’zkvr(33:9)「友達」  
 
 中位形 2)は、<o><u>の中位形と同形である：  
第 1 音節に現れる例： 
「文書 A」に現れる例： 
 
    dz’rben (15:30)「四」       tv’si=jv(3:2)「頼って」 
「文書 B」に現れる例： 
      
    cv’kegvri (36:9)「チュケグリ(人名)」 
 
「文書 C」に現れる例： 
      dv'cin(48:33)「四十」    tv'rki=gsen(32:25)「塗ったもの」 
 
第 2 音節以降に現れる例(ここでは、「文書 A」に現れる例を示す): 
     kvcvn(2:6)「力」        zci=mvi(4:3)「言う」 
 
 なお、子音字<b>に<z><v>が連なる場合、第 1音節では合体字 となり、第 2 音節以降で
は合体字 となる。 
 さらに、子音字<k><g>に<z><v>が連なる場合、第 1 音節では合体字 となり、第 2 音節
以降では合体字 となる。合体字 は、語末にも現れる。 
 
 末位形は 1)子音字<k><g>との合体字と、2)それ以外の子音字に連なる字形がある。 
「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の子音字<b>との合体字は末位に現れない。 
 
末位形 1)は子音字<k><g>との合体字である：  





      zg=kv  (33:8)「与える」       mznggv(37:4)「銀両」 
末位形 2)は、<o> <u>の末位形 2)と同形である：① 、② 、③ 、④  




ilegegvtv(37:5)「余りのもの」       vlv(4:7)「（否定詞）」    
 
分離形は、末位形と同形であるが語幹末スペースの後に書かれる：  




    biden-v(4:5)「我々の」       erten-v(43:3)「昔の」 
 
 この字形を取るのは、名詞の属格語尾（-v）である。 








 古典式モンゴル文語および現代モンゴル文語では、子音字 <n> は、母音字の前では点を
もつ字形 が現れるが、それ以外（子音字の前、語末）では点をもたない字形 が書かれ









をもたない）字形の 2 種類がある。 
 
 点をもつ字形： 
 「文書 A」に現れる字形：① 、②  
 「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③  





 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる子音字<n>の頭位形の点を持つ形の古典式モン
ゴル文語と現代モンゴル文語との対応を示せば、表 11の通りである。 
  
表 11. 子音字<n>の頭位形の点をもつ字形 
 古典式モンゴル文語の字形  現代モンゴル文語の字形  
「文書 A」  ① 、②  
「文書 B」 ① 、② 、③   
「文書 C」 ②  ① ③  
 
表 11に示したように、古典式モンゴル文語と一致するのは、「文書 B」の① 、② 、
③ 、「文書 C」の② である。現代モンゴル文語の子音字<n>の字形( )と一致するの




   neke=jv(8:3)「追って」     nige(13:2)「一」 
 
「文書 B」に現れる例： 
        ner_e(15:19)「名前」   -nai(17:23)「～の」 
      
       nafafsi(36:4)「ここへ」 
 
「文書 C」に現れる例： 





「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③  
「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③  




      n’oyad (14:6)「ノヤン達」    n’er_e(3:1)「名前」 
     n’ige(13:2)「一」           n'aran(42:7)「太陽」 
「文書 B」に現れる例： 
     n’igen (1:25)「一」       n’oqai (47:10)「犬」 
      n’ige (6:8)「一」      n'utuf (27:8)「土地」 
「文書 C」に現れる例： 
      











qoyina(32:10)「後」   sana=(26:8)「思いなさい」   
 
 子音字の前で点を持つ形の例： 
    en"de(18:14) 「ここ」         Gvn"ji(33:15)「公主」  
 
 点をもたない字形：  






    ende(36:2)「ここに」       qon'i(15:9)「羊」 
末位形に現れるのは、点を持つ字形と点をもたない字形である。 






 「文書 A」に現れない。 




  (語幹末に現れる例：) 
    jin”(33:12)「ジン(意味不明)」   -iyen”(44:1)「自分の~を」 
 (語幹末スペースの前に現れる例：) 
qaf’an”-I (33:10)「ハーンの」                      kvmvn”-i(33:18)「人を」           
 
「文書 C」に現れる例： 
(語中スペースの前に現れる例：)        (語幹末スペースの前に現れる例：) 
    
     qoyin_a(9:26) 「後」        qorin-a(13:13)「二十日に」 
 
点を持たない字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥ 、⑦  




    vn’en(4:3)「本当」        dayisun(32:12)「敵」 
 




つ。「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の子音字<n>は共通して、点を持つ形と点を持たない形
であるが、「文書 C」は「文書 A」と「文書 B」と違って点を持つ割合が大きい。現代モン
ゴル文語の規範と一番近いのは「文書 C」である。それは、母音字の前の子音字<n>の点を
持つ形の割合は半分近くになっている。その比較を表 12 に示した。 
 
表 12. 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の子音字<n>の母音字の前の字形の比較 
 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
点を持つ形 55 回  12%   59 回     5%     973 回   40% 
点を持たない形 389 回  88%  1070 回   95%    1434 回  60% 
 
表 12 に示したように、「文書 A」の子音字 nの母音字の前の点を持つ形は 55 回現れ、母
音字の前に現れる子音字<n>の 12%を占め、母音字の前で点を持たない形は 389 回現れ、母
音字の前に現れる子音字<n>の 88%を占める。「文書 B」の子音字<n>の母音字の前で点を持
つ形は 59 回現れ、母音字の前の子音字<n>の 5%を占め、点を持たない形は 1070 回現れ、
母音字の前の子音字<n>の 95%を占める。「文書 C」の子音字<n>の母音字の前の子音字<n>












子音字 <b> の頭位形と中位形は同じ形とみなされる：  









  arban(15:3)「十の」       ibege=jv(4:9)「庇護して」 
 
子音字 <b> は母音字の <o> <u> <z> <v> と連なって、合体字となる。 
 子音字 <b> と母音字<o><u>の合体字：頭位、中位、末位で （bo, bu）である。 




   boljuf’an(36:3)「約束」        yabu=ju(36:2)「行って」 
         
qabur(19:3)「春」           tabu(17:4)「五」 
 子音字<b>と<z><v>の合体字：頭位で （bz, bv）、中位で （bv）。「文書 A」頭位




   bvgvde(24:2)「すべて」  bvri(11:1)「～毎に」 
     bv'gvde(37:6)「すべて」 
中位の例： 
     Svbvdi(9:1)「スブディ（人名）」 
末位形には  という 2 つの字形が見られる。「文書 A」と「文書 B」には二つの字




     jzb'(42:8)「正しい」      jzb(32:5) 「正しい」 




     jzb'(1:26)「正しい」      jzb(2:9) 「正しい」 




Coyiskib(29:36)「チョイスキブ（人名）」   Dondub(30:43)「ドンドブ（人名）」     
 
子音字<b>の字形において、注目するのは、末位形である。表 13 で示したように、「文書
A」と「文書 B」には二つの形 と が現れる。これと違って、「文書 C」では、一つの
形 のみが現れる。この形は現代モンゴル文語の子音字 b の末位形の字形( )と一致す
る。 
 
表 13. 子音字<b>の末位形の古典式モンゴル文語と現代モンゴル文語との対応 
 古典式モンゴル文語の字形  現代モンゴル文語の字形  
「文書 A」           
「文書 B」           










pai(4:1)「牌」           pila(32:22)「皿」       
 





     








 古典式モンゴル文語の子音字<q>の頭位形は 、中位形は 、末位形は である。 
モンゴル語檔案文書の子音字 <q> は、音節頭（母音字の前）に現れる。頭位形と中位形
は、子音字 <f> の字形と同じであり、これらを表記で区別することはできない。子音字 <q> 
は語中スペースの前に現れることがあり、その場合の字形を「末位形」と呼ぶ。これは子
音字 <f> の末位形と同じ形である。 
頭位形には「文書 A」と「文書 B」に様々な字体の変型が見られ、「文書 C」の字体の変
型が少ない。 
「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥ 、⑦ 、⑧ 、⑨ ⑩     
「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③ 、④  




    qan(39:4)「ハーン」          qola(14:5)「遠い」 
   Qalq_a(43:1)「ハルハ（地名）」    qaf’an(2:2)「ハーン」 
      qarif’uca=qu(7:2)「抵抗する」    qayirala=qula(12:3)「愛すれば」 
 
「文書 B」に現れる例： 
     qaf’an(1:12)「ハーン」        qaf’an (2:14)「ハーン」 
 





       
        quyaf(4:2)「鎧」                        qorin(48:14)「二十」 
 
中位形は、二つの acuf（アチョグ）の左側に二つの点をもつ形と、点をもたない形が見ら
れる：  、  
 点をもつ形 は「文書 A」に 1 回現れる。本論文では、母音字の前で点をもつ形を q'




   Caqar(4:3)「チャハル（地名）」     bafaq’an(34:3)「より多く」 
 
末位形は子音字 <f> の末位形と同形である：① 、② 、③ 、④ 、⑤  




 aq_a(15:24)「兄」        Qalq_a(4:12)「ハルハ（地名）」 
 
 子音字<q>において、「文書 A」には二つの点を持つ形が 1 回現れる。頭位形の字形は先




古典式モンゴル文語と現代モンゴル文語では、子音字の <q> と <f> は、文字の左側の
二つの点の有無によって区別される。 
 古典式モンゴル文語の子音字<f>の頭位形は 、中位形は 、 、末位形は 、
である。 
モンゴル語檔案文書の子音字の <q> と <f> は同じ形を取り、それらを表記で区別する
ことはできない。次はモンゴル語檔案文書に現れる子音字<f>の頭位形、中位形、末位形で
ある。 




「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥ 、⑦ 、⑧ 、⑨ 、
⑩  
「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③ 、④  




       f’ar(30:6)「手」         f’urba(15:13)「三」 
        f’arf’a=ba(4:9)「出させた」   f'ajar-a(9:4)「土地に」 
「文書 B」に現れる例： 
  f’ar(29:37)「手」       f’urban (6:2)「三」 
 
        f’arf’a=ji(35:7)「出して」   f'ajar-a(61:12)「土地に」 
 
「文書 C」に現れる例： 
        f'ucin(5:6)「三十」         f'ar=ba(14:14)「出た」   
 
 中位形には、二つの acuf（アチョグ）の左側に二つの点をもつ形と、点をもたない形が
現れる：    
 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる子音字<f>の末位形が一致する。ただ、「文書 A」
には、子音字の前で点をもつ形が 2 回現れる。母音字の前で点をもたない字形、および子




   bayilfa=fsan(20:5)「やめさせた」 
 






      inaf’si(42:8)「こちらへ」         cinaf’si(42:8)「あちらへ」 
 
 なお、子音字 <f> は、男性語（すなわち母音字 <a> <o> <u> を含む語）に書かれるが、








     
      tejiye=fsen[!](17:20)「養った」 
 
末位形：  
「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥  
「文書 B」に現れる字形：① 、②  
「文書 C」に現れる字形：① 、②  






 jarlaf(7:1)「命令」         jolif(38:14)「代替」 
 
  budaf’_a(23:5)「食料」      dafaf_a(30:8)「二歳の馬」 
 
 中位形と末位形は点を持つ形が僅かであり、ほとんどの場合は点を持たない形である。
点を持つ形は、「文書 A」に 5 回、「文書 B」に 12 回、「文書 C」に 4 回現れる。 
 子音字 <f> は、男性語（すなわち母音字 <a> <o> <u> を含む語）に書かれるが、女性




















  ken(14:7)「誰」       Kitad(15:6)「明国」 
 
中位形の例： 
 eken’er(41:6)「妻」       yaki=qu(8:6)「どうする」 
 
 子音字<k>に母音字 <z> <v> が連なる場合、頭位では合体字  となり、中位・末位




頭位の例：    kvmvn(33:4)「人」       kzge=jv(10:7)「追って」 
中位の例：    cidkvr(8:5)「鬼」          ire=kvle(30:7)「来るなら」 
末位の例：     zg=kv (33:8)「与える」      kvr=kv(15:7)「到着する」 
 
語頭位置の kv が  の字形を取る例が「文書 A」には 2 回現れる（kv' と転写する）。「文
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書 B」、「文書 C」に１回ずつ現れる。 
 
「文書 A」に現れる例： 
           kv'r=tvgei(3:5)「至るがよい」   kv'cv+ben(12:5)「力を」 
「文書 B」に現れる例： 
 
                   Kv'cvn (38:36)「クチュンを」 
「文書 C」に現れる例： 
       












        ger(15:14)「家」   Gegen(4:2)「ゲゲン（ハーン）」 
中位形の例： 
  degel(7:3)「衣服」  Cinggis'(42:1)「チンギス（ハーン）」 
 
子音字の前の例： 
  tegsi(4:2)「平らか」     ki=gsen(15:23)「した」 
 
 なお、子音字 <g> は女性語（母音字 <e> <z> <v> を含む語）に使われるが、男性語（母






    cag+tu[!](2:2)「時に」          f'agca[!](33:17)「一つ」 
「文書 B」に現れる例： 
 
          abta=gsan[!](57:2)「取られた」 alagda=qa+r[!](38:29)「殺されると」 
 
「文書 C」に現れる例： 
     
Age[!](29:72)「アゲ(人名)」(満洲語の影響を受けたと考えられる) 
 
 子音字<g>に母音字 <z> <v> が連なる場合、頭位では合体字 となり、中位・末位では合
体字 となる。「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる子音字<g>と母音字 <z> <v>との
合体字が一致する。ここでは、「文書 A」に現れる例を示す。 
頭位の例： 
     Gvyeng(5:6)「グイェン（人名）」   gvice=gsen(2:5)「成し遂げた」 
 
 頭位には の形を取る 1 例が「文書 B」に現れる。 
     gv’m(47:7)「すべて」 
 
中位・末位の例： 
     bvgvde(24:2)「すべて」  kegvked(30:7)「子供達」 
 
   degv(2:4)「弟」 




に現れる末位形 ( )の形と同じ形(「文書 A」の③ 、「文書 B」の ④)が使われている。
「文書 C」の末位形( )の形は現代モンゴル文語の子音字<g>の末位形( )と一致する。 
 
「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③  
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「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③ 、④  




     bicig(27:1)「文書」       jvg(38:29)「方向」 
        beleg(40:11)「贈物」   
「文書 B」に現れる例： 
        bicig(1:5)「文書」       jvg(11:4)「群」 
           bicig (44:2)「文書」        bicig (43:3)「文書」 
「文書 C」に現れる例： 
        
           beleg(29:1)「贈り物」     beleg(30:1)「贈り物」 
 
 子音字 <g> は女性語（母音字 <e> <z> <v> を含む語）に使われるが、男性語（母音字 <a> 
<o> <u> を含む語）にも使われている場合がある。 
 
子音字 <g> の末位形は「文書 A」に男性語に付き１回現れる。 
例：   





古典式モンゴル文語の子音字<m>の頭位形は 、中位形は 、末位形は である。次は
モンゴル語檔案文書に現れる子音字 <m>の頭位形、中位形、末位形である。 
 
頭位形：① 、② 、③ 、④ 、⑤  








    maf’ui(2:4)「悪い」           morda=y_a(6:5)「出兵しよう」 
        morda=qu(32:3)「出兵する」     mzn(9:6)「その」 
 
中位形：   




     amuf’ulang(2:7)「平安」    aman(14:2)「口」 
 
末位形はループの形によって次のようにいくつかの字体が見られるが、古典式モンゴル文
語の字形とほとんど変りがない：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥ 、⑦  




      ge=n’em(5:5)「～という」     gem(4:4)「弊害」 
 
次の例では語中スペースの前に末位形が書かれている： 
     em_e(38:9)「妻」         Badm_a(5:4)「バドマ（人名）」 
 
 (9) 子音字<l>の字形 
子音字<l>は、acuf（アチョグ）の右側に水平から上にハネる字画を加えた形である。頭
位形と中位形は同じ字形とみなされる。末位形は語中スペースの前にも書かれる。 
古典式モンゴル文語の子音字<l>の頭位形は 、中位形は 、末位形は である。次
はモンゴル語檔案文書に現れる子音字 <l>の頭位形、中位形、末位形である。 
 









     labda(22:2)「確かに」         lang(37:8)「両」 
 
中位形：  




    doluf’an(24:7)「七」         ala=(8:2)「殺せ」 
 
末位形：① 、② 、③ 、④  





   degel(7:3)「服」              n’igvl(2:5)「災い」 
 
次の例では語中スペースの前に末位形が書かれている： 
      getel_e(4:4)「そういっても」   bayi=tal_a(12:5)「～あるのに」 
 
 




 古典式モンゴル文語に現れる子音字の<s>の頭位形と中位形は 、末位形は と で
ある。次はモンゴル語檔案文書に現れる子音字<s>の頭位形、中位形、末位形である。 
 
頭位形・中位形：① 、②  





 sayin(4:4)「よい」         Secen(21:5)「セチェン（ハーン）」 
中位形の例： 
   esergvle=be(4:7)「抵抗した」  bos=cu(30:10)「蜂起して」 
 
末位形には 2 種類の字形がある。それらはいずれも語中スペースの前に現れる。 
末位形 1) ：① 、② 、③  
「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる子音字<s>の末位形 1)は一致する。ここでは、
「文書 A」に現れる例を示す。ローマ字転写では、末位形 1)の字形を s' と転写する。 
例： 
  ulus'(14:3)「人々」  ulus'(31:9)「人々」  es'_e(15:3)「（否定詞）」 
 
末位形 2) ：  




     jobkis(1:1)「方位」          es_e(2:5)「（否定詞）」 
  
 子音字<s>において、「文書 A」、「文書 B」の子音字<s>の末位形には二つの字形 と
























    x’asin(42:7)「宗教」       x’ajin-i(39:5)「宗教を」 
「文書 B」に現れる例： 
        x’abi+n’ar(34:8)「生徒達」    X’amba(38:1)「シャンバ(人名)」 
「文書 C」現れない。 
 
 中位形：は右側に 2 つの点を持つ字形で現れる： 
1)点を持つ字形：  
「文書 A」に現れる例： 




   Qoxau(48:39)「ホショ(人名)」 Yegxv(14:18)「イェクシュ（人名）」 
 
 2)点がなく子音字<s>と同じ形：  
「文書 B」に現れる例： 
       










 子音字 <t> は、音節頭（母音字の前）にのみ現れ、末位形はない。 
 古典式モンゴル文語に現れる子音字<t>の頭位形は 、中位形は 、末位形は で
ある。N.Poppe(1954)は、子音字<t>と<d>は、同じ字形を持つとしている。次はモンゴル語
檔案文書に現れる子音字<t>の頭位形、中位形である。 






      tngri(4:3)「天」        tere(33:21)「その」 
「文書 B」に現れる例： 
   tngri(3:3)「天」       tere(18:10)「その」 
 
「文書 C」に現れる例： 
      tosu(5:13)「油」       Tvmed (17:7)「トメド(地名)」 
 
 中位形：① 、② 、③ 、④  





     itegeltv(4:11)「信頼すべき」  ab=tuf’ai(38:17)「取るがよい」 
 
「文書 B」に現れる例： 
      itegeltv(13:7)「信頼される」   abta=ju (19:24)「取られて」 
 
「文書 C」に現れる例： 
       qota(1:5)「城」        uf'uta (5:3)「袋」 
 
 接尾辞頭の字形とローマ字転写：  
1)形容詞形成語尾   のローマ字転写 
名詞に接尾辞 tu/tv がついて「～をもつ」という意味の形容詞がつくられる。この語尾
は語幹から離して書かれる場合（分綴）には   という形で、語幹に連ねて書かれる場
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合（連綴）には  という形で現れる。 
 形容詞形成語尾（「～をもつ」の意）が分綴される場合、ローマ字転写では、字形を区別
するために、  を _tu/_tvと転写し、  を _t'u/_t'v と転写する。ローマ字転写で「 _ 」
（アンダースコア）を用いるのは、これが曲用語尾でなく、ひとつの単語を「語中スペー
ス」で分けて綴っているとみなしていることによる。 
 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」には、 _tu/_tvと _t'u/_t'vの二つの字形が現れ
る。「文書 A」には _tu/_tvは 25 回、 _t'u/_t'vは 4 回現れる。「文書 B」には _tu/_tv
は 52 回、 _t'u/_t'v14 回現れる。「文書 C」には _tu/_tvは 22 回、 _t'u/_t'vは 318




    の例：            の例： 
 sedkil_tv (4:2)「心を持つ」    tamaf'_a_t'u (41:3)「印璽を持つ」 
 
    yala_tu(15:9)「罪ある」     emegel_t’v(41:6)「鞍を持つ」 
 
 
2)与位格語尾     のローマ字転写 
 与位格語尾（「～に、～へ、～で」の意）は、古典式モンゴル文語および現代モンゴル語
の規範に準じて、子音字 <b> <d> <g> <f> <r> <s> で終わる語幹に付く場合は、接尾辞頭
の子音は <t> とみなす。<t> の文字が  の字形である時は <t> で転写し、  の字形で
ある時は <t'> で転写する。「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」には共通して、与位格語尾  
  が現れる。ここでは、「文書 A」に現れる例を示す。 
 
例： 
    f'ajar-tu(4:11)「地に」        qon'uf-t'u(41:4)「宿泊に」 
 
ger-tv(15:15)「戸に」        cerig-t'v(12:6)「軍に」      
 
ulus'-tur(43:7)「国に」       ulus'-t'ur(43:2)「国に」        
  
jvg-tvr(38:31)「方角に」    
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 子音字<t>において、「文書 A」と「文書 B」の頭位形と中位形の字体に幾つかの形が現れ
る。「文書 B」には先古典式モンゴル文語と同じ字形 が使われている。「文書 C」の頭位
形と中位形には殆ど 、 が現れる。 
 形容詞形成語尾の字形では、「文書 A」と「文書 B」には の形が多く現れるが、「文書 C」
には の形が多く現れる。 
 





 頭位形：  ( )、  
 
  ( )は、「文書 A」に現れ、満洲文字の字形を思わせる。dvgvrengと Dungという語（い





古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 現代モンゴル文語 




  Dung^dayicing(30:2)「ドン・ダイチン（人名）」 
 
    doluf’an(21:3)「七」 
 
「文書 B」に現れる例： 
      Svn^dvgvreng(20:24)「スンドグレン(人名)」 dergede (19:30)「傍」 
 
doluf’an(24:7)「七」         D’asi(51:10)「ダシ(人名)」     
「文書 C」に現れる例： 
                      
doluf'an(5:8)「七」        daqu(5:5)「革製コート」 
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中位形 1)は、音節頭（母音字の前）に現れる：① 、② 、③ 。字体③ は、「文書 B」
に現れる形であり、先古典式(ウイグル式)モンゴル文語に現れる字形( )と一致する。そ




     adali(61:10)「同じ」              degedv(43:12)「上の」 




中位形 1)と同じ形が現れる：① 、② 。前者は、「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に共








 末位形には 2 種類の字形がある。 
末位形 1) ：  




 qad(4:2)「ハーン達」           n'oyad(16:3)「ノヤン達」 
末位形 2)は少数の単語に書かれる字形である：  





  eD(43:7)「財」 
「文書 B」に現れる例： 
      eD(5:17)「財」 
「文書 C」に現れる例： 
eD(10:16)「財」         deD(17:9)「副」  
 
 子音字<d>の末位形の字形を表 14 に示したように、頭位形には、古典式モンゴル文語に
ない字形 が現れる。この字形は現代モンゴル文語に現れる( )と一致する。 
 
表 14. 子音字<d>の末位形の古典式モンゴル文語と現代モンゴル文語との対応 
古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 現代モンゴル文語 
                  
 
 与位格語尾頭の字形とローマ字転写：  
与位格語尾     のローマ字転写 
 与位格語尾（「～に、～へ、～で」の意）は、古典式モンゴル文語および現代モンゴル語
の規範に準じて、母音字および子音字 <l> <m> <n> <ng> で終わる語幹に付く場合、接尾
辞頭の子音は <d> であるとみなす。<d> の文字が  の字形である時は、<d> で転写し、
 の字形である時は <d'> で転写する。「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」には共通して、
与位格語尾    が現れる。ここでは、「文書 A」に現れる例を示す。 
例： 
morin-du(41:7)「馬に」          qaf'an-d'u(4:10)「ハーンに」     
 




字画が角ばっていて（ ）、子音字 <j> の中位形は、左側の字画に角が無い（ ）ことが
二つの文字を区別する「弁別的特徴」となっている。 
 子音字 <c> は音節頭（母音字の前）にのみ現れ、末位形はない。次はモンゴル語檔案文
書に現れる字形である。 
 頭位形と中位形には c、 c’両方の形が現れる。 




 「文書 B」におけるモンゴル語檔案文書では cは 34 回現れ子音字 cの 3%を占め、  c’
は 1135 回現れ、子音字<c>の 97%を占める。 
 「文書 C」では cは 486 回現れ、子音字 <c>の 54%を占め、  c’は 421 回現れ、子
音字 <c>の 46%を占める。 
 三つの文献での二つの字形  cと  c’の現れる回数と占める割合を表で示せば、表 15
のようであり、「文書 A」と「文書 B」ではの cの形が僅かである。「文書 C」では二つの
形が半分半分を占め、  cの形が多く現れ、子音字<j>との区別が生じていることが分かる。 
 
表 15．「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の子音字<c>の字形 
 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
  c   33 回  6%         34 回   3%      486  54% 
  c’ 555 回  94%       1135 回  97%      421  46% 
 




   c’erig(4:8)「軍」  c’erig(26:9)「軍」  caf’aja(38:3)「法」 
 
「文書 B」に現れる例： 
c’erig(4:8)「軍」        cerig(26:9)「軍」   
 
                        
       C’aqar(6:7)「チャハル (地名 )」   Caqar(6:12)「チャハル(地名)」 
 
「文書 C」に現れる例： 




   bicig(47:2)「文書」      bic’ig(31:1)「文書」 





               Jvrced(24:16)「ジュルチェド(部族名)」 
                     
bic’ig(28:2)「文書」               
 
「文書 C」に現れる例： 
bic’igtv(20:15)「ビチグト(人名)」    bicigtv(26:9)「文字を持つ」                          
 
 
 (15) 子音字<j>の字形 
 子音字 <j> は、音節頭（母音字の前）にだけ現れる。語中スペースの前に現れるのは j_a
「～だろう」という 1 語だけである。 
 





  jarlaf(38:1)「命令」         jil-vn(16:1)「年の（属格形）」 
「文書 B」に現れる例： 
       jarlaf(23:1)「命令」        jil (10:1)「年」 
「文書 C」に現れる例： 
       
  jarlaf(17:2)「命令」          jil (1:1)「年」 
 
            j”es(3:7)「銅」 
 
  中位形は子音字 <c> の中位形と同じだが、左側の字画が角ばっている字体は少ない： 
① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥ j’。 
「文書 A」では⑤ と⑥ の形は中位形に現れない。「文書 B」には⑤ と⑥  j’の








    vje=be(46:1)「見た」          kelelce=jv(12:7)「話し合って」 
     ire=jv(10:9)「来て」        olja(38:37)「獲物」 
「文書 B」に現れる例： 
       vje=jv(54:4)「見て」           kelelce=jv(12:12)「話し合って」 
 
ire=jv(23:16)「来て」        ge=ji(18:7)「~して」     
 
a=j”am(56:12)「～である?」 ge=ji(52:15)「～して」                      
 
「文書 C」に現れる例： 
     vje=jv(48:9)「見て」 Dorj’i(17:7)「ドルジ(人名)」 
  
末位形：① 、②  
左側の字体は、子音字 <y> の末位形と同形であるが、② は子音字 <j> の頭位形が中断




    j_a(44:3)「～だろう」       j_a(28:4)「～だろう」 
 
「文書 B」に現れる例： 




 子音字<j>において、中位形では、「文書 A」の子音字<j>の字形は であり、「文書 B」、
「文書 C」では少数だが、字形 も使われる。 
 
(16) 子音字<y>の字形 
 子音字 <y> は、語中スペースの前に現れる場合は末位形となる。 
 古典式モンゴル文語の子音字<y>の頭位形と中位形は 、末位形は である。 
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 頭位形は 2 種類の字形が見られる。ひとつは、silbi（シルビ）で、もうひとつは 
その先端が上にハネている形である：① 、② 。 




表 16. 子音字 <y>の頭位形の比較 
古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 現代モンゴル文語 










n’oyan(14:15)「ノヤン」      yaf’un(36:33)「何」 
 
中位形は頭位形と同形であるが、先端がハネている字体は見られない：  




  n’oyan(38:16)「ノヤン」      eyin(39:8)「このように」 
末位形は、語中スペースの前に書かれる：  




     bey_e(38:17)「体」           yabu=y_a(39:8)「行こう」 
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 (17) 子音字<r>の字形 
古典式モンゴル文語の子音字<r>の頭位形と中位形は 、末位形は である。 
子音字<r>の語頭形、中位形、末位形が現れる。末位形は語中スペースの前にも現れる。 
頭位形：   
「文書 A」、「文書 B」には頭位形が現れない。「文書 C」には現れる。 
例： 
「文書 C」に現れる例： 
    Rabjamba(19:16)「ラブジャムバ（人名）」 
 
中位形：① 、② 、③  
「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる子音字<r>の中位形は一致する。ここでは「文
書 A」に現れる例を示す。 
例： 
    bari=ju(38:14)「捕えて」      jarlaf(38:1)「命令」 
 
末位形：① 、② 、③  




  qoyar(38:21)「二」           qoyar(9:1)「二」   
       vr_e(3:3)「子供」           f'ajar-a(9:4)「土地に」 
     最後の 2 例では、語中スペースの前に末位形が書かれている。 
 
(18) 子音字<ng>の字形 
 子音字 <ng> の字形は子音字<n>と子音字<g>の連なった形である。音節頭（母音字の前）
には立たず、頭位形はない。 
 古典式モンゴル文語の子音字<ng>の中位形は 、末位形は である。次はモンゴル語檔
案文書に現れる子音字<ng>の中位形と末位形の字形である。 
 
 中位形には 2 種類の形が現れる：① 、② 。① は「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」




例：       




「文書 A」に現れる字形：① 、② 、③ 、④  
「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥  
「文書 C」に現れる字形：  
「文書 A」と「文書 B」には、様々な変型(variant)が現れ、「文書 B」には先古典式モン
ゴル文語と近い字形⑤ も使われる。「文書 C」には一つの形 が現れ、これは現代モンゴ




  amuf’ulang(39:1)「平和」   Dung^dayic’ing(30:2)「ドン･ダイチン（人名）」 
 
「文書 B」に現れる例： 
      
   amuf’ulang(39:1)「平和」   Qung (37:4)「ホン（人名）」 
 
 
         tabunang(44:2) 「額駙」             Qung(17:5) 「ホン（人名）」 
 
         tabun^ung”(33:4)「額駙」 
 
「文書 C」に現れる例： 
       
tabun'ung(17:4)「額駙」       wang(18:8)「王」    
 
(19) 子音字<w>の字形 












          wang(18:8)「王」         Wandan(28:32)「ワンダン(人名)」 
 
中位形の例： 




    tawar(43:7)「財」            suwasdi(39:1)「繁栄」 
 





      irw(43:9)「予兆」 
 
「文書 C」に現れる例： 








古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 現代モンゴル文語 






 古典式モンゴル文語の子音字<h>の頭位形と中位形は である。 
モンゴル語檔案文書の子音字 <h> の字形は、子音字 <k> <g> の字形と同じ字形とそれ
と違う形の 2 種類が現れる。頭位形と中位形が現れる。 
 頭位形・中位形：  (ha)、 (ha) 
「文書 A」と「文書 B」には  (ha)が現れ、 (ha)が現れない。「文書 C」には  (ha)
と (ha)の両方が現れ、 (ha)の形がより多く現れる。表 18 は子音字<h>の「文書 A」、「文
書 B」、「文書 C」に現れる比較である。 
 
表 18. 子音字<h(ha)>の「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる字形 
「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
                 
 
「文書 C」に現れる  (ha)は古典式モンゴル文語と異なり、現代モンゴル文語の子音字




    halab'(42:7)「劫」 
 
「文書 B」に現れる例： 





      
Harm_a(12:2)「ガルマ(人名)」          
     




    manghalam(40:11)「マンガラム（吉祥成就）」 
                                                   




         
  manghalam(50:8)「マンガラム（吉祥成就）」  
「文書 C」に現れる例： 
      














   fila(45:17)「皿」     fv(17:4)「府」 
 
中位形：  
例：    












































「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の子音字の字形を比較すると「文書 C」には、古典式モ
ンゴル文語や現代モンゴル文語の規範と近い。例えば、子音字<n>の頭位形において、「文
書 A」では点を持つ形 は 12%を占め、点を持たない形 は 88%を占める。「文書 B」

































































 表 19.古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書の名詞の曲用語尾の比較 




















なし -Yin, +din, -n’i 
母音字 




母音字   
               -yi 
なし +yi+gi 
   なし -i, -gi  
+i_yi, +i_gi 































     なし 























-ban/-ben  (+ban/+ben) 









第 1 人称 
単数 
minv(min'v) 
   なし mini/min’i 
複数 
manv なし 
   なし biden-v、 
biden-I(biden’+I)、 man’+I 
第 2 人称 
単数 
cinv(cin’v) 
   なし cin’i/cini 
複数 
tanu(tan-u) 
   なし tan’+I/tan+I/tan-I 











































ayil-un(15:13)「戸の」  Caqar-un(3:1)「チャハルの」    
 
 語尾-yinの例： 




    
tngri-yin(4:1)「天の」    manju-yin(4:10) 「満洲の」 
 
sara+yin(19:5)「月の」   tzrv+yin(40:6)「政道の」 
    
子音字で終わる語幹に付く例： 
    












 ここでは、「文書 A」に現れる例を示す。 
 
例： 
   kvmvn-I(17:3)「人の」             qafan-I(18:1) 「皇帝の」 
 









 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
子音字<n>に終わる 
語幹に付く属格語尾 
-u/-v(+u/+v) 47 回 92 回    53 回(1 回) 




「文書 A」に現れない。  
「文書 B」に現れる例： 
 
kegvken+(n’)ei(58:18)「子供の」  man+(n)ai(47:3)「我々の」 
  
qosif’un+(n)ai(60:14)「旗の」   qaf’an-nai(17:23)「ハーンの」 
 
gegesi n’ +(n)ei(56:10)「価値がないものの」 
 
「文書 C」に現れる例： 
    qatun-nai(5:14)「夫人の」    Tvlvgen-nei(13:9)「トルゲンの」 
 
 









    namur+n’i(40:8)「秋の」 
 
「文書 C」に現れる例： 





であり、「文書 A」に現れるのは Cinon-yin foul-yin「チノン河の」である。Cinonに付く
-yinは満洲語訳に反映されていない。 
 
「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の三つの檔案文書に現れる属格語尾を表で示せば、表
                                                   























                                                   









-u/-v(+v) 47 92 53(1) 
-I(+I) 129(6) 224(62) 463(1) 
-nai/-nei(-n’ai/-n’ei) なし 5  2 




-un/-vn 59 127 182 
-Yin 47 60 436 
+din なし 1 なし 
+n’i 1 なし なし 
母音字 -yin(+yin) 95(5) 150(3) 940(2) 






















  -yi、 -i/+i、 -gi、 +i_yi/-i_yi、 +i_gi/ +yi+gi、 -ni/ -n’i、 +ei 
 「文書 A」に現れる対格語尾は -yi、 -i、 -gi、 +i_yi/-i_yi、 +i_gi、 -ni、
+eiである。ここでは語尾 -yi、 -gi、 +i_yi、 +i_giが同じ語幹 yalaに付いて、
区別なく使われていることが特に注目に値する。 
 
 「文書 B」に現れる対格語尾は -yi(-Yi)、 -i(+i)、 -gi、 +i_yi、 +yi+gi、
-n’iである。 
 「文書 C」に現れる対格語尾は -yi、 -i、 +i_yiである。 
                                                   
15 N.Poppe (1951) 59 頁。 
16 M.H 奥尔洛夫斯卡娅 著 郭守祥 译(2004) 20 頁。 











qoyar-i(15:11)「二人を」 egvn’+i(5:1)「これを」         
     ama+i(37:7)「口を」 
 
-gi 母音字で終わる語幹に付き、33 回現れる。例： yala-gi(15:7)「罪を」 
    
maf’u-gi(32:10)「悪いを」                                                     
-i_yi 母音字と子音字で終わる語幹のどちらにも付き、4 回現れる。 
  母音字で終わる語幹に付く例： yala+i_yi(12:7)「罪を」 
 
 
   子音字で終わる語幹に付く例： tan-i_yi(10:7)「汝等を」 
 
-i_gi 母音字と子音字で終わる語幹のどちらにも付き、7 回現れる。 
 
  母音字で終わる語幹に付く例： yala+i_gi(38:38)「罪を」 
 
   子音字で終わる語幹に付く例： man+i_gi(32:7)「我らを」 
 
-ni 子音字 nで終わる語幹に付き、1 回現れる。例： tegvn-ni(8:2)「その者を」 
 












Gingger-Yi(48:19)「ギンゲルを」  c’erig-Yi+n’_i(8:9)「彼 
(ら)の軍を」 
 
-i/+i 子音字で終わる語幹に付き 171 回現れる。語幹と連ねて書かれる場合は母音字 
で終わる語幹にも付き、21 回現れる。例： 
 
   kvmvn-i(5:4)「人を」          alba+i(19:23)「貢物を」 
  








 -gi  すべて母音字で終わる語幹に付き 12 回現れる。 例： 




 +yi+gi 母音字で終わる語幹に付いて、1 回現れる。例： 
tusa+yi+gi(56:7)「役割を」 
 
 -n’i 語尾 は子音字 nで終わる語幹に付く。例： qon’in-n’i(17:18)「羊を」 
  
 「文書 C」に現れる対格語尾及びそれらの現れる状況と例： 
  -yi 母音字で終わる語幹に付き、90 回現れる例： yala-yi(9:14)「罪を」 
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 -i 子音字で終わる語幹に付き、94 回現れる。例： beleg-i(7:25)「贈り物を」 
 
 +i_yi 母音字で終わる語幹に付き、1 回現れる。例： nama+i_yi(14:21)「私を」 
 
 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の三つの文献に現れる対格語尾を表で示せば、表 22 の
通りである(古典式モンゴル文語と異なる語尾は網掛けをした箇所)。 
 
 表 22.「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる対格語尾 
 
 「文書 A」、「文書 B」に古典式モンゴル文語と異なる語尾-gi、+i_yi、+i_gi、+yi+gi、
-ni/-n’i、+eiが現れる。 
ここでは「文書 A」の対格語尾の例をあげて検討する。 
 「文書 A」では対格語尾-yi、-gi、+i_yi、+i_giという 4 種類の形が同じ語幹 yala「罪」
に付き、区別なく使われている。 
 第 1 に、yala-yi「罪を」という形は古典式モンゴル文語の規範と一致する。 
 第 2 に、yala-gi「罪を」の語尾-giは語尾-yiの読み方と関係している。19 世紀の前半
に書かれた『蒙文詮釈』では、「語尾-yiは母音字で終わる語幹に付き、giで発音される」
としている(-yi vsvg-i a ai au ene furban tolofai-yin vsvg-vd-vn door-a bicijv 
語幹末字 語尾 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
母音字 
-yi 45 150 90 
-i なし 3 なし 
-gi 33 12 なし 
+i_yi 2 7 なし 
+i_gi 4 なし なし 
+yi+gi  1 なし 
子音字 
-i 140 171 94 
-yi なし  3    なし 
+i_yi 2 15  1 
+i_gi 3 なし なし 
-ni/ -n’i 1 1 なし 
+ei 1 なし なし 
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第 4 に、yala+i_yi「罪を」の+i_yiは上に述べた語尾+i_giの giを yiに書き換えたも
のである。これは、口語的要素を文語に書き換えたものと考えられる。このような例は、「文





















                                                   
18 嘎拉桑(1979) 139-165 頁。 













 「文書 A」には (-tu/-tv/-d’u/-d’v)の出現回数が最も多く、147 回現れる。
(-du/-dv/-t’u/-t’v)は 33 回、 (-tur/-tvr/-d’ur/-d’vr)は 15 回、 
(-dur/-dvr/-t’ur/-t’vr)は 3 回現れる。語幹末字による出現回数は表 23 の通りである。 
 
表 23．「文書 A」に現れる与位格語尾 
語尾 語幹末文字 合計 
子音字<b>、<g>、<f>、<r>、<s>、<d> 母音字と子音字<n>、<m>、<l>、<ng> 
 
-tu/-tv     35 回 -d’u/-d’v    112 回 147回 
 
-t’u/-t’v   5 回 -du/-dv        28 回 33回 
 
-tur/-tvr     7 回 -d’ur/-d’vr     8 回 15回 
 
-t’ur/-t’vr   1 回 -dur/-dvr      2 回 3 回 
 
 「文書 B」にはまた  (-tu/-tv/-d’u/-d’v)の出現回数が多く、305 回現れる。
(-du/-dv/-t’u/-t’v)は 41 回、 (-tur/-tvr/-d’ur/-d’vr)は 37 回、 
(-dur/-dvr/-t’ur/-t’vr)は 2 回現れる。語幹末字による出現回数は表 24 の通りである。 
 
表 24.「文書 B」に現れる与位格語尾 
語尾 語幹末文字 合計 
子音字<b>、<g>、<f>、<r>、<s>、<d> 母音字と子音字<n>、<m>、<l>、<ng> 
 
-tu/-tv        69 回 -d’u/-d’v        236 回 305 回 
 
-t’u/-t’v      14 回 -du/-dv            27 回 41 回 
 
-tur/-tvr       10 回 -d’ur/-d’vr        27 回 37 回 
 
  なし -dur/-dvr          2 回 2 回 
 
 「文書 C」には、 (-du/-dv/-t’u/-t’v)はも最も多く、102 回現れる。  
(-tu/-tv/-d’u/-d’v)は 66 回、 (-tur/-tvr/-d’ur/-d’vr)は 9 回、 
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(-dur/-dvr/-t’ur/-t’vr)は 8 回現れる。語幹末字による出現回数は表 25 の通りである。 
  
表 25.「文書 C」に現れる与位格語尾 
語尾 語幹末文字 合計 
子音字<b>、<g>、<f>、<r>、<s>、<d> 母音字と子音字<n>、<m>、<l>、<ng> 
 
-tu/-tv     10 回 -d’u/-d’v        56 回 66回 
 
-t’u/-t’v   10 回 -du/-dv          92 回 102回 
 
なし -d’ur/-d’vr        9 回 9 回 
 
  なし -dur/-dvr         8 回 8 回 
 


















Qalq_a-dur(46:2)「ハルハに」  ulus-t’ur(43:2)「国に」  
 
このほかに、「文書 A」と「文書 B」に語尾 と は語幹と連ねて書かれる場合と出現回









         cag+tu(2:2)「時に」 tus+tu(4:11)「当主に」 
 
語尾 の例： 
ejen-d'e(8:4)「主人に」   jegvn-d'e(26:8)「東に」 
 
語尾 の例： 
      jegvn-de(17:1)「東に」 





は、 (-t’u/-t’v、-du/-dv)の形が数多く現れ、102 回現れるうち、92 回は母音字と子音
字<n><m><l><ng>で終わる語幹に付く。これは、現代モンゴル文語の規範と一致する。 

















                                                   
20 栗林均(1999) 127 頁。 









 「文書 A」には-bar/-berが 15 回、+bar/+berが 6 回、-iyar/-iyerが 16 回現れる。 
 「文書 B」には、-bar/-ber が 20 回、+bar/+berが 16 回、-iyar/-iyerが 28 回現れる。 
























「文書 A」には語尾-aca/-ece、+ca、-n'asa、-teceが現れる。-aca/-eceは 89 回、+ca
は 2 回、-n'asaは 1 回、-tece は 1 回現れる。 
「文書 B」には語尾-aca/-ece、+ca/+ce、+f’aca、-t’ece、+seが現れる。-aca/-eceは
                                                   
22 子音字<c>の字形の区別による転写 c或いは c’を例の中だけに示すようにした。 
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81 回、+ca/+ceは 5 回、+f’acaは 1 回、-t’eceは 1 回、+seは 1 回現れる。 




表 26. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書に現れる奪格語尾の比較 
古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
-aca/-ece -aca/-ece 89 回 -aca/-ece 81 回 -aca/-ece 109 回 
     なし +ca/+ce    2 回 +ca/+ce   5 回      なし 
   なし -n'asa   1回       なし      なし 
     なし -tece      1回 -t’ece    1 回 +tece 1 回 
     なし       なし +f’aca     1 回      なし 


















f'ar-ac’a(17:7) 「 手 か ら 」 erten-ec’e(29:31)「昔から」 
 
語尾+ca/+ceの例： 







































                                                   
23 清格爾泰(1991) 155 頁 
24 清格爾泰(1991) 19 頁 
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  モンゴル語檔案文書には共同格語尾-luf'_a(-luf'a)、-la/-le(+la/+le)、 
-tai/-tei(-t’ai/-t’ei)が現れる。 
「文書 A」の共同格語尾には語尾-luf'_aが 3 回現れ、語幹の男性女性に区別がなく使わ
れる。 
「文書 B」の共同格語尾には-luf'_a(-luf'a)が 13 回現れ、男性語女性語に区別なく使
われる。-la/-le(+la/+le)が 6 回、-tai/-tei(-t’ai/-t’ei)が 10 回現れる。 





古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
-luf_a/-lvge 
-luf'_a  3 回 
(男性語女性語に区別な
く使われる) 
-luf'_a(-luf'a)  13 回 
(男性語女性語に区別な
く使われる) 
-luf'_a 5 回 
なし なし -la/-le(+la/+le) 6 回 なし 
なし なし 
-tai/-tei(-t’ai/-t’ei) 






 abaf'_a-luf'_a(27:7)「アバガと」 qalq_a-luf'_a(4:12) 「ハルハと」 
 






























-lā/-lē25が現れる。例えば、bidanlā「我等と」[Н.Н Поппе 1939:118]、 tedenlē「彼ら












 モンゴル語檔案文書の再帰所属語尾には語尾 -yuf’an、 -ban/-ben(+ban/+ben)、
-iyan/-iyen(+iyan、+yan/+yen)、-gen(+gen)が現れる。 
「文書 A」の再帰所属語尾には、-yuf’anが 2 回現れ、2 回とも女性語に付く。-ban/-ben
は母音字で終わる語幹に付き、21 回現れる。この中では-ban/-ben が母音字で終わる語幹
と連綴される例が 11 回現れる。この場合は+ban/+ben と転写する。語尾-iyan/-iyen は子
                                                   
25 ā と ēは長母音を表わす。 
102 
 















「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
母音字 
-ban/-ben 21回      22 回 4 回 
   なし +ban/+ben  11回      22回    1 回 
  なし +yan/+yen   1回         1 回    なし 
  なし   なし +iyen   1 回    なし 









     53 回 
+iyen   1 回 
    9 回 
語幹末字と関係
なし 
-yufan/-yvgen   なし -yuf’an2 回    なし 




     
elc’i-yuf’an(39:8)「自分の使者を」  
   

































    mal-iyan(24:14)「自分の家畜を」 
 
語尾+iyenの例： 
    n'ere+iyen(1:9)「自分の名前を」 
 
語尾+yanの例： 
     

























の名詞に付く(All nouns, regardless of the final sound of the stem, can take the suffix 
-yufan/-yvgen)」という解釈と一致する。 
語尾+ban/+benは語幹と連ねて書かれる場合が現れる。これは、先古典式モンゴル文語に









 第 1 人称： 単数：minv   複数：manu 
                                                   
26 清格爾泰(1991) 179 頁。 
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 第 2 人称： 単数：cinv   複数：tanu 
 第 3 人称：  単数：inv    複数：anu 
 
1）第 1人称所属語尾 
 モンゴル語檔案文書の第1人称所属語尾には単数語尾には min'vと mini/min’iが現れる。
複数語尾には biden-v、biden-I(biden’+I)、man’+Iが現れる。 
「文書 A」の第 1人称の単数語尾には min'vが 1 回、miniが 2 回現れる。複数語尾には、
biden-vが 4 回、biden-I(biden+I)が 4 回現れる。 
「文書 B」には 1 人称所属の単数語尾 min’i が 12 回現れ、min’vが 26 回現れる。複数
語尾 biden-Iは 17 回、biden-vは 3 回現れる。man’+Iが 5 回現れる。 




表 29. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書の第 1人称所属語尾の比較 
 古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
単数語尾 
minv min'v 1 回 min’v    26回  
   なし mini  2 回 min’i    12回 mini     2 回 
複数語尾 
manu     なし   なし   なし 




biden-I  17回 biden-I  1 回 







 単数語尾 miniの例： 























 複数語尾 man’+Iの例： 




  qacar mini(14:22)「私の顔」   
 
複数語尾 biden-Iの例： 
    mori biden-I(15:2)「私達の馬」 
  
 モンゴル語檔案文書の第 1 人称所属語尾に現れた、古典式モンゴル文語と異なる単数語
尾 mini/min’i、複数語尾 biden-I(biden’+I)、man’+I は口語の露出である可能性がある。
現代モンゴル口語では、minv（人称代名詞）は[miniː]によって発音される27。このような
発音はモンゴル語檔案文書が書かれた当時もあった可能性があり、表記にゆれが生じた可




モンゴル語檔案文書の第 2 人称所属には単数語尾と複数語尾が現れる。 
単数には語尾 cin’i/cini と cin’v/cinvが現れる。複数には語尾 tan’+I/tan+I/tan-Iと
                                                   




「文書 A」の単数には、語尾 cin’i/cini が 2 回現れ、語尾 cin’v/cinvは 3 回現れる。
複数には tan’+I/tan+I/tan-Iが 6 回現れ、tan-uが 2 回現れる。 
「文書 B」の単数には、語尾 cin’vが 24 回、語尾 cin’iが 8 回現れる。複数には、語尾
tan-I/tan’+Iが 13 回、tan-uが 1 回現れる。語尾 cin’vが 6 回、語尾 cin’iが 2 回、語尾
tan-I(tan’+I)が 16 回、語尾 tan-uが 2 回現れる。 
「文書 C」の単数には cin’v が 1 回現れる。複数語尾が現れない。古典式モンゴル文語
と三つの文献の第 2 人称所属語尾の比較を表で示せば、表 30 の通りである(古典式モンゴ
ル文語と異なる語尾は網掛けをした箇所)。 
 
表 30. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書の第 2人称所属語尾の比較 
 古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
単数 
cinv    cin’v/cinv  3 回 cin’v    24 回 cin’v   1 回 
     なし cin’i/cini  2 回 cin’i     8 回    なし 
複数 
tanu tan-u     2 回 tan-u     2 回    なし 
なし 
tan’+I/tan+I/tan-I 








vge c’in'i(35:3)「汝の言葉」    yabu=qu c’ini(32:3)「汝の行くこと」 
 
単数語尾 cin’v/cinvの例： 
bicig-i c’in’v(44:2)「汝の書を」  
 
複数語尾 tan’+I/tan+I/tan-Iの例： 













    zg=gv=gsen cin'i(17:13)「汝の与えたのは」 
 
複数語尾 tan-I/tan’+Iの例： 
   ab=qu tan-I(23:16)「汝らの取るのは」 
    nasun tan’+I(17:14)「汝らの寿命」 
       
複数語尾 tan-uの例： 
  mori-yi tan-u(58:10)「汝らの馬を」 
 
「文書 C」に現れる例： 
  単数語尾 cin’vの例： 
   gerecile=kv c’in'v(14:25)「汝の証言すること」 
  
 モンゴル語檔案文書に現れた第 2 人称所属単数語尾 cin’i/ciniと複数語尾 
tan’+I/tan+I/tan-Iは、口語の露出である可能性がある。現代モンゴル口語では cinv（人
称代名詞）の発音は[tʃiniː]である。このような口語の発音は当時も存在していた可能性が




モンゴル語檔案文書の第 3 人称所属には、単数と複数に区別されない語尾 ni/n’i、
anu/an’u、inv/in’vが現れる。 
 「文書 A」の第 3 人称所属語尾には語尾 ni/n’iが 12 回現れる。niは子音字 nに点を持
つ形、n’iは子音字 nに点を待たない形である。語幹と繋げて書かれている場合の語尾+n'_i
は 1 回現れ、語尾 in’v が 1回現れる。次はそれぞれの語尾の例である。 
 「文書 B」の第 3 人称所属語尾には語尾 ni/n’iが 32 回、an’uが 1回、in’vが 23 回現
れる。第 3 人称所属語尾 ni は子音字 n で終わる語幹に連綴された i が付いた形で現れる。
この場合は+n_iと転写する。+n_iは 5 回現れる。 
「文書 C」の第 3 人称所属語尾には inv/in’vが 128 回現れ、anu/an'uが 4 回現れる。 







表 31. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書の第 3人称所属語尾の比較 
 古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
単数 inv 
ni/n’i  12回 
+n'_i     10回 
in’v    1回 
ni/n’i  32回 
+n_i       5回 
an’u     1回 
in’v    23回 
inv/in’v 128 回 





語尾 ni/n’iの例：  
qar_a bey_e ni(33:9)「それの単身」        mal-i ni(33:11)「彼の家畜を」  
































    bosu-yi an'u(19:9)「その他の物を」 
 
 「文書 A」、「文書 B」の、第 3 人称には n’i(ni)が大多数を占めるが「文書 C」には n’i(ni)




がある。現代モンゴル文語の人称所属語尾は、第 1 人称の単数は mini、複数は mani、第 2












  古典式モンゴル文語   モンゴル語檔案文書   
命令形 




第 2 人称 
=Ø(ゼロ) 
=ftun/=gtvn     なし 
第 3 人称 
=tufai/=tvgei(=tuf’ai) 
=fasai/=gesei =gesei  
=usai、=sai/=sei、=gvsei 
=fujai/=gvjei =f’ujai、=f’ujin 
終止形 現在未来語尾 =mui/=mvi 
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=nam/=nem(通常現れない) =nam/=nem (多く使われる) 
=yu/=yv 
    なし =m,=mu 





なし =la/=le,=jam/=jem, =bam 





























  3.3.1  命令形語尾 
 古典式モンゴル文語には第 1 人称の主語に呼応する語尾=y_a/=y_e、=sufai/=svgei が使
われ、第 2 人称の主語に呼応する語尾=Ø(ゼロ)、=ftun/=gtvn が使われ、第 3 人称の主語
に呼応する語尾=tufai/=tvgei、=fasai/=gesei、=fujai/=gvjeiが使われる。 
 
(1) 第 1人称に呼応する命令形語尾 
 モンゴル語檔案文書の第 1 人称に呼応する命令形語尾には=y_a/=y_eと=su/=svが現れる。 
「文書 A」には、=y_a/=y_eが 25 回、=svが 1 回現れる。 
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「文書 B」には、=y_a/=y_eが 76 回、=su/=svが 6 回現れる。 
「文書 C」には、=y_a/=y_eが 3 回現れる。古典式モンゴル文語と「文書 A」「文書 B」「文
書 C」に現れる第 1 人称に呼応する命令形語尾比較を表で示せば、表 33 の通りである（古
典式モンゴル文語と異なる語尾は網掛けをした箇所）。 
 
表 33. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書に現れる第 1 人称に呼応する命令形語尾
の比較 
古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
=y_a/=y_e =y_a/=y_e  25 回 =y_a/=y_e  76 回 =y_a/=y_e  3 回 
=sufai/=svgei    なし    なし   なし 





    morda=y_a(6:5)「出征しよう」  zg=gv=y_e(11:3)「与えよう」 



























「文書 A」には語尾=tuf’ai/=tvgeiが 45 回、=usai、=gesei、=gvseiは 1 回ずつ現れる。 
 「文書 B」には=tuf’ai/=tvgeiが 24 回、=sai/=seiが 5 回、=gesei、=gvsei、=f’ujai、
=f’ujinがそれぞれ 1 回ずつ現れる。 
 「文書 C」に現れない。 
 古典式モンゴル文語と「文書 A」「文書 B」に現れる第 3 人称に呼応する命令形語尾比較
を表で示せば、表 34の通りである（古典式モンゴル文語と異なる語尾は網掛けをした箇所）。 
 
表 34. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書に現れる第 3 人称に呼応する命令形語尾
の比較 
古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 
=tufai/=tvgei =tuf’ai/=tvgei     45 回 =tuf’ai/=tvgei     24 回 
=fasai/=gesei =gesei1回、=gvsei   1回 =gesei1回、=gvsei   1 回 
=fujai/=gvjei           なし =f’ujai1回、=f’ujin  1 回 
      なし =usai         1回     なし 





   yabu=tuf'ai(41:4)「行くがよい」  zg=tvgei(38:16)「与えるがよい」 
    
語尾=usaiの例： 













    yabu=tuf'ai(46:6)「行くがよい」  zg=tvgei(58:11)「与えるがよい」 
    
語尾=sai/=seiの例： 






























                                                   








古典式モンゴル文語には=mui/=mvi、=nam/=nem、=yu/=yv の 3 種類の語尾が使われる。
N.Poppe(1954)によれば、「語尾=mui/=mviと語尾=yu/=yvが多く使われるが、語尾=nam/=nem
は通常使われない語尾である」29。 




古典式モンゴル文語に使われていた語尾=mは 7 回、=muは 2 回現れる。 
「文書 B」には=mが 25 回、=mu/=mvが 12 回、=mui/=mviが 2 回、=yvが 1回、=n’am (=nam)/ 
=n’em(=nem)が 170 回使われる。 





古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 




(=n'am/=n'em) 40 回 
=nam/=nem 
(=n’am/=n’em) 170 回 
=nam/=nem 
(=n’am/=n’em) 3 回 
=yu/=yv    なし =yv    1 回   なし 
  なし =m            7 回 =m             25回 =m          1 回 








    san’a=mu(36:3)「思う」  
                                                   
29 N.Poppe(1954) 92 頁。 
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  語尾=mviの例： 
    zc’i=mvi(4:3)「捧げる」 
 
語尾=nam/=nem(=n'am/=n'em)の例： 
amalda=n’am(4:11)「誓う」    ge=nem(26:4)「そうだ」 
 
「文書 B」に現れる例： 
  語尾=mの例： 
    zjegde=m(28:6)「見られる」  ec'i=m(29:35)「行く」 
     
語尾=mu/=mvの例： 
  tzrv=mv(40:8)「生じる」   ayilad=du=mu(48:29)「仰る」 
   
語尾=mui/=mviの例： 
    ayiladqa=mui(20:2)「上奏する」  zc'i=mvi(7:3)「言う」 
     
語尾=yvの例： 
  kemegde=yv(43:10)「言われている」 
  
語尾=n’am (=nam)/ =n’em(=nem)の例： 
  bayi=nam(18:9)「ある」   yabu=n'am(29:8)「行く」 
   
「文書 C」に現れる例： 
 語尾=mの例： 
      f'ar=u=m(14:11)「出る」 
  
   語尾=n’am (=nam)/ =n’em(=nem)の例： 
    jobaf'a=nam(14:1)「苦しめる」 
     yaf'ara=n'am(15:5)「急ぐ」 
     kelelc'e=n'em(18:8)「話す」 
 















は口語の要素が除去され、すべての矛盾が取り除かれた（the grammar of the written 










「文書 A」には、=ba/=beが 89 回、=la/=leが 7 回、=lvge が 1 回、=ciが 1 回、=bam
が 1 回、=jam/=jemが 4 回現れる。 
「文書 B」には、=ba/=beが 257 回、=beiが 1 回、語尾=la/=le(=l_a)が 17 回、、=jam/=jem
が 7 回、このほかに=bに疑問詞 vvが付いた形=b+vvが 1 回現れる。 








                                                   
30 舎・羅布蒼旺丹勒・宝魯特(1991) 412 頁。 
31 M.H.奥尔洛夫斯卡娅著 郭守祥译(2004) 92 頁。 
32 小沢重男(1997) 133 頁。 
33 N.Poppe (1954) 3 頁。 
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表 36. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書に現れる過去語尾の比較 
古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
=ba/=be、=bai/=bei =ba/=be  89回 
=ba/=be    257 回 
=bei         1 回 
=b+vv     1 回 
=ba/=be141 回 
=lufa/=lvge =lvge    1回    なし   なし 
=juqui/=jvkvi(=cuqui/=cvkvi)    なし    なし   なし 
      なし =la/=le   7回 =la/=le(=l_a)17 回   なし 
      なし =ci     1回    なし   なし 
      なし =bam       1回    なし   なし 





   dobtul=ba「攻撃した」  ire=be「来た」  kelelce=be「協議した」 
 
語尾=la/=leの例： 









   ab=u=bam(25:3)「取ったのか」 
  
語尾=jam/=jemの例： 










  zc'i=bei(43:17)「言った」 
   
語尾=la/=le(=l_a)の例： 
  morda=la(47:09)「出征した」  ge=le(53:13)「～と言った」 
 
語尾=b+vvの例： 
    ilege=b+vv(19:14)「派遣したか」 
 
語尾=jam/=jemの例： 










と=bai/=bei に対応し、語尾=la/=le と=lvge は古典式モンゴル文語の語尾=lufa/=lvge に
対応する。語尾=ciは古典式モンゴル文語の=cuqui/=cvkvi(=juqui/=jvkvi)に対応する。 
古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書に現れる動詞の終止形の過去語尾の対応を表





=lufa/=lvge  =la/=le、=lvge 




















古典式モンゴル文語に現れない語尾=bamと=jam/=jem があり、「文書 A」、「文書 B」、「文
書 C」の三つの文献において、語尾=bamは 1 回現れ、=jam/=jemは計 12 回現れる。 
 語尾=bamについて 
 語尾=bam は従来の文法書に取上げられていない語尾である。語尾=bam は過去語尾=ba に
疑問を表わす助詞 mがついた形であると考えられる。 例：ab=u=bam(25:3)  
ab=u=bam は次の文に現れる：qoyar olbuf qoyar n'umu_tai-yi ab=ci ge=n'em caf'aja 









jarla=jam は次の文に現れる。oruf'ul=u=fsan ulus-un yaf'un amitai-yi buliya=ju 





ire=jemは次の文に現れる：Caqar-Yin qaf'an tzrv=gsen tzrvl-iyen gvm ala=ju vle=gsen 
                                                   
34 清格爾泰(1991) 260-265 頁。 
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tzrvl tan+I Harm_a.. tzrvl-d'egen n'eyile=y_e ge=jv ire=jem bisi+v..「チャハルのハ
ーンは（自分の）肉親をすべて殺して、残った親戚（←汝らの）ガルマは、（自分の）親戚
と一緒になろうとやって来たのではないか。」 






 古典式モンゴル文語には語尾=basu/=besv  =bala/=beleが現れる。 
 モンゴル語檔案文書の条件副動詞には語尾=basu/=besv、=sa、 
=qula/=kvle(=qul_a/=kvl_e)、 =gesv が現れる。語尾=sa はすべて語幹 bol=に付き、間に
介入母音 uが入る。 
「文書 A」には=basu/=besv は 9 回、=saは 17 回、=qula/=kvle(=qul_a/=kvl_e)は 134
回現れる。 
「文書 B」には=basu/=besv は 8 回、=saは 34 回、=qula/=kvle(=qul_a/=kvl_e)は 121
回現れる。 





古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
=basu/=besv 
=bala/=bele 
=basu/=besv      9 回 =basu/=besv  8 回 
なし 
   なし =sa         17 回 =sa         34 回   なし 





   なし 










   bol=u=sa(10:2)「～になれば」 
 
語尾=qula/=kvle(=qul_a/=kvl_e)の例： 
    yabu=qula(3:4)「行けば」   kzge=kvle(13:3)「追い立てるならば」 




  bol=basu(43:13)「～になれば」   ol=basu(58:20)「見つかれば」 
 
語尾=saの例： 
    bol=u=sa(14:9)「～になれば」 
 
語尾=qula/=kvle(=qul_a/=kvl_e)の例： 
     morda=qula(49:36)「出征すれば」   ire=kvle(49:40)「到着すれば」 


















                                                   
35 M.H.奥尔洛夫斯卡娅著 郭守祥译 (2004) 167 頁。 


















=ba で譲歩の意味を表す場合がある38。「文書 A」には=baci と=ba がそれぞれ 2 回現れる。




表 39. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書に現れる譲歩副動詞語尾の比較 
古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 
=bacu/=becv    なし    なし 
     なし =baci   2 回 =baci   10 回 







bide+c’i bol=ba(10:7) 「我等でも」 
  
 
                                                   
37 N.Poppe (1954) 98 頁。 

















 古典式モンゴル文語の並列副動詞には語尾=ju/=jv 、=cu/=cvが現れる。 
 モンゴル語檔案文書の並列副動詞には語尾=ju/=jv、=ji 、=cu/=cv、=ciが現れる。モン
ゴル語檔案文書の子音字<j>、<c>の字形は区別なく使われるが、本論文では、子音字 n、m、
l、ng と母音字で終わる語幹に付く副動詞語尾は=ju/=jv と=ji と転写する。子音字 b、g、
f、r、s、dで終わる語幹に付く副動詞語尾は=cu/=cvと=ciと転写する。 
「文書 A」には=ju/=jvは 231 回、=jiは 30 回、=cu/=cvは 34 回、=ciは 24 回現れる。 
「文書 B」には=ju/=jvは 447 回、語尾=jiは 235 回、=cu/=cvは 71 回現れ、=ciは 38
回現れる。 
「文書 C」には=ju/=jvは 153 回、語尾=jiは 2 回、語尾=cu/=cvは 11 回、=ciは 7 回現
れる。古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書の並列副動詞語尾の比較を表で示せば、
表 40 の通りである(古典式モンゴル文語と異なる語尾は網かけをした箇所)。 
 
表 40. 古典式モンゴル文語とモンゴル語檔案文書に現れる並列副動詞語尾の比較 
古典式モンゴル文語 「文書 A」 「文書 B」 「文書 C」 
=ju/=jv =ju/=jv  231 回 =ju/=jv  447 回 =ju/=jv 153 回 
=cu/=cv =cu/=cv   34 回 =cu/=cv   71 回 =cu/=cv  71 回 
    なし =ji    30 回 =ji     235 回 =ji       2 回 
    なし =ci    24 回 =ci     38 回 =ci       7 回 
 
 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」に現れる並列副動詞語尾の種類が一致ため、ここでは、
「文書 A」に現れる例を示す。 
                                                   





bari=ju(2:6)「持って」  vje=jv(3:5)「見て」 
 
語尾=jiの例： 
   qari=ji(5:5)「帰って」  ire=ji(6:2)「来て」 
  
語尾=cu/=cvの例： 
   ab=c’u(7:4)「取って」    zg=c’v(15:11)「与えて」 
    
語尾=ciの例： 
kvr=c’i(20:4)「着いて」   ab=c’i(22:2)「与えて」 
  









 「文書 A」、「文書 B」には口語的要素である語尾=ji,=ciが数多く現れるが、「文書 C」










   alagda=qar(38:29)「殺されるため」 
  
                                                   
























再帰所属語尾、人称所属語尾の第 1 人称、第 2 人称、第 3 人称のすべてに現れる。 
















 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の動詞の活用語尾を比較すると、終止形の過去語尾にお
いて、「文書 A」「文書 B」には共通して口語的要素が現れるが、「文書 C」には口語的要素


















































件を写真版で収めた資料集である。この文献は大きく 2 部に分かれる：第 1 部は、"manju 
mongful-un qarilcafan-u tevken-dv qolbufda=qu bicig debter"(満洲－モンゴル交渉の歴
史に関する文書・檔案)であり、ほとんど 1636 年以前のモンゴル語檔案文書であり、61 件
収録されている。第 2 部は、"dayicing ulus-un fadafadu mongful-un tzrv-yi jasa=qu 
yabudal-un yamun-u temdegle=gsen debter"(大清国の理藩院の記した檔案)であり、理藩院























の 30 件が「満文老檔」に収録されている。「文書 B」では、61 件のうちの 6 件が「満文老
檔」に収録されている。 
 「文書 A」と「文書 B」には、同じ内容のモンゴル語檔案文書が含まれている。それは、






は、mori ton’uf「馬や道具」を満洲語で morin i ton「馬の数」と翻訳している。ここでの
満洲語訳は文脈に合わない。「文書 B」の【25】は、満洲側がモンゴル側に送った文書であ
り、モンゴル語の bvri「毎」を満洲語で burtei「全て」と翻訳している。それは、モンゴル























モンゴル文字の母音字<a> <e> <i> <o> <u> <z> <v>の頭位形は古典式モンゴル文語では、











「文書 A」に現れる頭位形：① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、⑥  
 「文書 B」に現れる頭位形：① 、② 、③ 、④ 、⑤  
「文書 C」に現れる頭位形：① 、②  
  
上記の「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の母音字<a>の頭位形の古典式モンゴル文語及び
現代モンゴル文語との対応を示せば、表 41 の通りである。 
 
表 41．母音字<a>の頭位形 
古典式モンゴル文語の字形       
現代モンゴル文語の字形          
「文書 A」 ⑥  ① 、② 、③ 、④ 、⑤  
「文書 B」 ④ 、⑤  ① 、② 、③  
「文書 C」 ②  ①  
 
表 41 に示したように、母音字<a>の頭位形では、「文書 A」の⑥ 、「文書 B」の④ 、
⑤ 、「文書 C」の② は、古典式モンゴル文語に近い字形である。その他の、「文書 A」
の① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、「文書 B」の① 、② 、③ 、「文書 C」の① は、

















 「文書 A」に現れる字形：① 、②  
 「文書 B」に現れる字形：① 、② 、③  
 「文書 C」に現れる字形：① 、② 、③  
  
上記の「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の子音字<n>の頭位形の点を持つ形と古典式モン
ゴル文語、および現代モンゴル文語との対応を示せば、表 42 の通りである。 
 
表 42. 子音字<n>の頭位形の点を持つ字形 
古典式モンゴル文語の字形         
現代モンゴル文語の字形        
「文書 A」  ①  ②  
「文書 B」 ①  ②  ③   
「文書 C」 ②  ①  ③  
 
表 42 に示したように、「文書 B」の① 、② 、③ 、「文書 C」の② は古典式モン







子音字<m>の頭位形：① 、② 、③ 、④ 、⑤  
 子音字<l>の頭位形：① 、② 、③  
 
現代モンゴル文語の子音字<m>の頭位形は 、子音字<l>の頭位形は である。 
                                                   




① 、② は現代モンゴル文語と一致する形である。 
 




対応を示せば、表 43 の通りである。 
 
表 43：子音字<b>の末位形 
古典式モンゴル文語の字形        
現代モンゴル文語の字形        
「文書 A」        
「文書 B」    
「文書 C」 なし  
 
表 43 で示したように、「文書 A」、「文書 B」には、二つの形 と が現れる。 は、古
典式モンゴル文語に現れる字形と一致する。 は、現代モンゴル文語に現れる字形と一致





古典式モンゴル文語では、子音字<d>の頭位形は、 dであり、末位形は、 dである。 
モンゴル語檔案文書の子音字<d>の頭位形は、  ( )43d と D’の二つの字形で現れ、
末位形は、 dと Dの二つの字形で現れる。 
現代モンゴル文語の子音字<d>の頭位形は、 dと D’の二つの字形であり、末位形は、
dと Dの二つの字形である。モンゴル語檔案文書の子音字<d>の頭位形と末位形の古典
式モンゴル文語と現代モンゴル文語との対応を示すと表 44 の通りである。 
表 44．子音字<d>の頭位形と末位形 
 古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 
(文書 A、B、C) 
現代モンゴル文語 
頭位形    ( )        
末位形             
                                                   
















                
 
 表 45 からモンゴル語檔案文書には、古典式モンゴル文語と一致する字形が現れるほか、
現代モンゴル文語と一致する字形も現れていることが分かる。 
 
例 6： 子音字<W>の末位形 
 子音字<W>の末位形は、古典式モンゴル文語に現れない。モンゴル語檔案文書には末位形

































Поппе1939:381] 、 gertv 「家に」 [Н.Н Поппе1939:110] 、 amandu「口に」 [Н.Н 
Поппе1939:100]、vgedv「言葉に」[Н.Н Поппе1939:128]等。モンゴル語檔案文書に数多
く用いられる与位格語尾と先古典期モンゴル語の口語資料に現れる文法的語尾との対応を
示せば、表 47 の通りである。 
 
表 47．与位格語尾の先古典期モンゴル語の口語資料に現れる文法的語尾との対応 
古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 ムカッディマト・アル・アダブ 
















                                                   
44 舎・羅布蒼旺丹 勒・宝魯特(1991)  204 頁。 




古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 ムカッディマト・アル・アダブ 










えば：abunam「取る」[Н.Н Поппе 1939：457]、viledvnem「～をし合う」[Н.Н Поппе 1939：
376]、kvrvm「着く」[Н.Н Поппе 1939：160]等。その対応を示せば表 49 の通りである。 
 
表 49．終止形の現在未来語尾の先古典期モンゴル語の口語資料の文法的語尾との対応 
古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 ムカッディマト・アル・アダブ 
   なし =m    =m 


























現代モンゴル口語との対応を示せば、表 50 の通りである。 
 
表 50．モンゴル語檔案文書の属格語尾の現代モンゴル口語との対応 
 古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 現代モンゴル口語 
子音字<n>で終わ
る語幹 
    なし -I(+I)  [-iː] 
  なし -nai/-nei(-n’ai/-n’ei)  [næː]、[neː] 
<n>以外の子音字
で終わる語幹 






 モンゴル語檔案文書には古典式モンゴル文語にない対格語尾-gi , +i_giが現れる。現代
モンゴル口語の [ɡɪː/ɡiː] 、 [ɪːɡ/iːɡ]に対応する。例えば、「文書 A 」に現れる例
maf’u-gi(32:10)「悪いことを」に対応する現代モンゴル口語の発音は、[mʊː(語幹)～
mʊːɡɪː(対格)]「悪いこと～悪いことを」。また、「文書 A 」に現れる例 yala+i_gi(38:38)
「罪～罪を」に対応する現代モンゴル口語の発音は、[jɑl（語幹）～jɑlɪːɡ（対格）]「罪を」
である。その対応を示せば、表 51 の通りである。 
 
表 51．モンゴル語檔案文書の対格語尾の現代モンゴル口語との対応 
古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書 現代モンゴル口語 
    なし -gi [ɡɪː/ɡiː] 





                                                   

















[-lɑː,-ləː, -lɔː, -loː]と発音される。その対応を表で示せば、表 52 の通りである。 
 
表 52．モンゴル語檔案文書の過去語尾の現代モンゴル口語との対応 
古典式モンゴル文語 モンゴル語檔案文書   現代モンゴル口語 
    なし =ci   [-tʃ] 
 =la/=le   [-lɑː,-ləː, -lɔː, -loː] 
 






















「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」では共通して、子音字<n>は母音字の前で点を持つ形も
点を持たない形も現れるが、それぞれの文書によってその割合は違っている。 
「文書 A」では子音字<n>の点を持つ形( n)は母音字の前の子音字<n>の 12%を占め、
点を持たない形(  n’ )は 88%を占める。 
「文書 B」では子音字<n>の点を持つ形(  n)は母音字の前の子音字<n>の 5%を占め、
点を持たない形(  n’ )は 95%を占める。 
「文書 C」では母音字の前で点を持つ形( n)は 40%、点を持たない形(  n’ )は 60%
である。表 53 は「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の母音字の前における子音字<n>の字形
の比較である。 
 
表 53. 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」における母音字の前の子音字<n>の字形の比較 
 「文書 A」    「文書 B」 「文書 C」 
点を持つ形 55 回   12%     59 回     5%     973 回   40% 
点を持たない形 389 回   88%    1070 回    95%    1434 回   60% 
 






「文書 A」には点を持つ形が 1 回現れ、点を持たない形が 4 回現れる。 
「文書 B」には点を持つ形がなく、点を持たない形が 6 回現れる。 
「文書 C」には子音字<x>は、41 回現れ、すべて点を持つ形で現れる。「文書 A」、「文書
B」、「文書 C」における子音字<x>の字形の比較を示せば、表 54 の通りである。 
 
表 54. 「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の子音字<x>の字形の比較 
 「文書 A」         「文書 B」 「文書 C」 
点を持つ形    1 回              なし      41 回 
点を持たない形    4 回               6 回      なし 
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（ ）、子音字 <j> の中位形は、左側の字画に角が無い（ ）。 
「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の三つの文献には、共通して二つの形  c (左側の字
画が角ばっている)と  c’ (左側の字画が角ばっていない)が現る。 
「文書 A」では、  cは、6%を占め、  c’は、94%を占める。 
「文書 B」では、  cは、3%を占め、  c’は、97%を占める。 
「文書 C」では、「文書 A」、「文書 B」と違って、  cは半分以上の 54%を占め、  c’
は 46%を占める。その比較は表 55 の通りである。 
 
表 55．「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」における子音字<c>の字形の比較 
 「文書 A」     「文書 B」 「文書 C」 
 c     33 回  6%       34 回   3%      486 回  54% 
 c’ 555 回  94%     1135 回  97%      421 回  46% 
 
表 55 から、「文書 C」に現れる子音字<c>の字形は古典式モンゴル文語や現代モンゴル文
語の規範と近く、規範化が進んでいることが分かる。 
 




「文書 A」、「文書 B」には口語的要素である並列副動詞語尾=ji,=ci が数多く現れる。
「文書 C」には文語的語尾=ju/=jvが 153 回現れるに対し、口語的要素の=jiが 2 回しか現
れない。その比較を示せば、次の通りである。 
 
表 56.「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の並列副動詞の出現回数の比較 
語尾 「文書 A」      「文書 B」 「文書 C」 
=ju/=jv 231 回        447 回 153 回 
=ji 30 回        235 回 2 回 
 





 「文書 A」、「文書 B」には与位格語尾 (-tu/-tv, -d’u/-d’v)の形が数多く使われるが、
「文書 C」には (-du/-dv, -t’u/-t’v)の形が多く現れる。「文書 C」の の計 102 回現れ
るうちの 92 回が母音字と子音字 n、m、l、ngで終わる語幹に付く。その比較を示せば、表
57 の通りである。表で網かけをしたのは、 と の出現総数である。 
 
表 57．「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の与位格語尾の出現回数の比較 
 語幹末字 語尾の転写 「文書 A」         「文書 B」 「文書 C」 
 子 音 字 <b><d> 
<g><f><r><s> 







<n><m> <l> <ng> 
-d’u/-d’v 112 回 236 回 56回 
 母音字と子音字
<n><m> <l> <ng> 






子 音 字 <b><d> 
<g><f><r><s> 
-t’u/-t’v 5 回 14 回 10回 
 
表 57 からわかるのは、「文書 C」には語尾 が母音字と子音字 n、m、l、ngで終わる語
幹に多く付く。それは、現代モンゴル文語の規範と一致する。これにより、「文書 C」は、
「文書 A」、「文書 B」と違って、規範が進んでいることがわかる。 
 
例 3：第 3 人称所属語尾 
第 3 人称所属語尾において、「文書 A」、「文書 B」には口語的要素である ni/n’i が多く
使われが、「文書 C」には an’uと in’vが現れ、口語的要素の ni/n’iが現れない。「文書 A」、
「文書 B」、「文書 C」の比較を示せば、表 58 の通りである。 
 
表 58．「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の第 3人称所属語尾の比較 
「文書 A」              「文書 B」 「文書 C」 
    in’v      1 回      in’v     23 回 in’v/inv 128 回 
        なし                 an’u     1 回 an’u    4 回 
ni/n’i  22 回      ni/n’i   37 回           なし 
  
 古典式モンゴル文語の第 3 人称所属語尾47の単数は inv であり、複数は anu である。「文
書 C」には、in’v/invと an’uが現れるが、単数と複数の区別がない。それの形としては古





典式モンゴル文語の規範と一致する。表 58 に示したように、「文書 C」は「文書 A」と「文
書 B」と違って、古典式モンゴル文語の規範に近い。 
 
以上の例で示したように、「文書 A」、「文書 B」、「文書 C」の字形と文法的語尾の比較か 




例 1：母音字<o> <u>の頭位形において、「文書 B」に 1) acuf（アチョグ）に gedesv（ゲデ
ス）が連なった字形 と 2）acuf(アチョグ)、gedesv(ゲデス)、silbi(シルビ)が連なった
字形 の二つの字形が現れる。字形 2) は先古典式モンゴル文語に現れつ字形である。次は
母音字<u>の例である。前者は、先古典式、古典式、現代モンゴル文語と一致するが、後者
は先古典式モンゴル文語に稀に現れる字形である。 
    uc’ir(2:17)「原因」      u’cir(42:3)「原因」 
 
例 2：母音字<z> <v>の頭位形にはおいて、「文書 A」と「文書 B」では、二つの字形：1)acuf
（アチョグ）と gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字形 と 2)acuf（アチョグ）




zsiy_e(40:6)「仇」             z’rvsiye=jv (3:2)「愛しんで」  
 
  
母音字<z> <v>の中位形には第 1音節に 1)gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なっ
た字形 と 2)gedesv（ゲデス）だけからなる字形がある。古典式モンゴル文語の規範では、
1) は第 1 音節に、2) は第 2 音節以降に現れる字形であるが、「文書 A」、「文書 B」、
「文書 C」では、第 1 音節に 1)の字形も 2)の字形も現れ、第 2 音節以降には 2)の字形だけ
が現れる。次は、「文書 A」における、母音字<z> <v>の中位形が第 1 音節に現れる例であ
る。前者は先古典式、古典式、現代モンゴル文語と一致する字形であるが、後者先古典式
モンゴル文語に稀に現れる字形である。 
      n’zkvr(33:9)「友達」   dz’rben (15:30)「四」  





例 1：母音字<o> <u>と母音字<z> <v>は、子音字<b><k><g>と結合して合体字になる。「文書
A」、「文書 B」、「文書 C」の合体字の kz/kv/gz/gvの頭位には、母音字<z> <v>と同じく、




    kvmvn(33:4)「人」        kv'cv+ben(12:5)「力を」 
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